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本 卉 は 、 「C compiler PR 〇-68 Kver 2.0 j ( 以下、 XC コンパイラと 表記し ます） でプ ログ 
ラム 開発を 行う ときに XC の ソースを 参照しながら 効率的な デバッグ 力 ? 行える ソース コー 
ド デバッガの 使用方法 について 記述して います。 

なお、 別册の 「 C ユーザーズ マニュアル j に XC コンパイラの 商品 構成、 $ 力作 環境の 作成 
方法、 各 マニュアルの 内容が 説明され ています。 

初めて 本 プログラムを ご 使用になる 方は、 必ず 「 C ユーザーズ マニュアル」 を 先に ご％ く 
ださい。 



ソースコード デバッガ （ SCD ) は、 シンボル により デバッグ 可能な デバッガ （ DB ) の 機 
能に 加えて、 マウス 表示 画面 （マウス スクリーン） を 利用した フル スクリーンモードを 用 
いて 、デバッグ 中に C 言語の ソースを 参照したり、 C 言語で 宣言され た 変数を 参照/変 
更 したりで きる 機能を 備えて います。 

SCD の 主な 機能は、 次の 通りです。 

籲 スクロール 可能な 逆 アセンブラ 機能 
籲 32 個までの ブレーク ポイント 
♦レジスタ/メモリの 参照 および 変史 
•命令の トレース/ステップ 実行 
籲 トレ 一 ス收賊 表示 

•ウォッチ ポイント （条件付き ブレーク ポイント） 

鲁 トレース ポイント （メモリ 監視） 

♦ C 言語 ソース プログラムの 表示 
♦ C 変数の 参照/変 史 







本書の 構成 

本齊は 以下の 内容から 構成され ています。 

準備 

- スコー ド デバッガ （ SCD ) を 使用す るた めの 咿備 段階と なる 実行 プログラムの コン 
’ ル、 SCD の勋作 環境に ついて 説明し ます。 



起動 

SCD の 起動 方法、 コンソール モードを はじめと した 多彩な オプション、 および コン フィ 
ギユ レー ショ ンフ アイ ルの 作成、 才ン ライン ヘルプに ついて 述べます。 



章 操作 モード 

SCD が 侍つ 2 つの 丨由 •丨丨 fti モード、 2 つの 表示 モード、 および デバッグ 対象 プログラムに 含 
まれる デバッグ 悄 報の 神: 類に ついて 述べます。 




SCD の コマンド 表記、 C 言語の 式 表記、 および SCD の コマンドの 齊 式を 述べる とと も 



に、 SCD の コマンドを ー览 表と して 詳述し ます。 



フル スクリーン 

マウス スクリーン 全曲 •を 使丨丨 j して、 マウス や カーソル による 视党 的な 操作を 行う フル スク 
リーン モードに ついて、 具体的な 操作 方法を 述べながら 解説し ます。 



章 使用例 



3 莒 語で 記述され、 XC コンパイラで コンパイル された プログラムを SCD で デバッグす 
る 場合の 基本的な 手順、 および サンプル プログラムの 説明、 ソース プログラムの 作成 & コ 
ン パイル、 プログラムの 実行な どに ついて 詳述し ます 



付録 

キー 操作 ー览と SCD エラーメッセージ ー览を 添付し ます。 
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準 備 

実行 プログラムの コンパイル 
SCD の 動作 環境 



本 車では、 ソースコード デバッガ （ SCD > を 使 Ifj する にあたって、 准備段 
附 として 必要と なる 实行 プログラムの コンパイル、 および SCD の觔作 環境 
について 説明し ます。 




実行 プログラムの コンパイ ルー 



SCD を使丨 H する ためには、 まず デバッグ 対象の プログラムを コンパイルし 
なければ なりません。 

バージョン 2.00 以降の コンパイラを 用 息して ください。 

灾行 ファイルに 拡張 シンボル 情報を 付加す る オプション （/ Ns ) を 付けて 
コンパイルして 〈ださい 0 

なお、 コンパイル 時に オプティマイズを 指定す ると 拡張 シンボル 悄 報の 出力 
が 無効になります ので 注 怠して ください。 





rHsCD の 動作 環境 



以 ドは SO ) を | 力作させる ための S 3 境に 必要な 条件です。 



HBH 最 低 256 kB 以上の フリー エリア 

SCD 自身の メモリ 領域、 および チャイルド プロセスの ための 領域で Ai •低で 
も 256 kB 以上の 領域が 必要です。 

このは かに デバッグ 対象 プログラムが $カ 作す る 領域と、 シンボル 情報、 拡張 
シンボル 悄報 、ソースコードを ロードす る 領域が 必要になります。 

デバッグ 対象 プログラムの サイズ、 ソースコードの サイズが 大きくなる にし 
たがい、 さらに 大きな フリー エリアが 必要になります。 



n0 〇 F[OAT27x 



SCD は C 言語の 式を 評価す るた めに 浮勋 小数点 演 兑 ドライバを 必要と しま 
す。 

一般的に C コンパイラ または C で コンパイル された プログラムの 実行時に 
は FL 0 AT 2. X ( FL 0 AT 3. X でも 可） が メモリに 常駐して いる ことが 必要 
彔件 となります。 




XC コンパイラ バージョン 2.00 以降に よって、 拡張 シンボル 悄報 付きで コン 
パイル された 実行 プログラム、 および ソース プログラムを カレント ディ レク 
トリに 用 怠して 〈ださい。 
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本 $ ••では、 SCD の起觔 方法、 コンソール モードを はじめと した 多彩な 才プ 
シ ョン、 および コンフィギュレーション ファイルの 作成、 オンライン ヘルプ 
について 説明し ます。 




起動 方法 



コマンド ラインから 次の 書式で 起勋 してく ださい。 

なお、 SCDKuKrtfri モードが 768 X 512 ドット モードで |カ 作し ます。 

SCD [く オプション〉] [く灾 行 ファイル 名〉] [く コマンド ライン〉] 

オプション 

以下の いずれ か、 または 組み合わせを 指定し ます。 

SCD に対する オプションは、 実行 ファイル 名の 前に 指定し なければ なり ま 
せん。 



/t コンソール モード 

/x リモート コンソール モード 



/p く パレット コード〉 ペン カラー 指定 
/ b く パレット コード〉 背 絷 カラー 指定 

/ c < メモリ サイズ〉 チャイルド プロセスに 与える メモリ 



実行 ファイル 名 



デバッグ 対象の 実行 ファイル 名を 拡張 子. X を 付けて 指定し ます。 

実行 ファイル 名は SCD を起勋 した あとで R コマンド により 指定す る こと も 
可能です。 



コマンド ライン 

実行 ファイルに 与える コマンド 列が あれば、 それを 指定し ます。 

コマンド ラインは、 SCD を 起!! 力した あとで C コマンド により 指定す る こと 
も 可能です。 





オプション 説明 



/t コンソール モード 

SCD の I 由 iifri モードを コンソール モードに します。 

この オプションを 指定し ない 場合は、 フル スクリーンモードになります。 

/ r リモ 一 卜 コン ソ 一 ルモ 一 ド 

RS -232 CM 線を 通した 端末 側から、 SCD を 操作す る モードに します。 

この モードでの 操作は、 コンソール モードと 间 等です。 

/ p く パレット コ 一 ド〉 ペン カラ 一 指定 

フル スクリーンモードでの 文字 色を 指定し ます。 

パレット コードは、 鉍 、赤、 占 •の顺 に、 〇 〜 f までの 16 段階で 指定し ます。 
例 /pOOO ペン カラー = 黑 

/ p オプションを 宵 略す ると、 システム 既定値の ままで 起動し ます 0 

/ b < パレット コード > 背景 カラー 指定 

フル スクリーンモードでの 背货 色を 指定し ます。 

パレット コードは、 鉍 、赤、 青の 順に、 0 〜 f までの 16 段階で 指定し ます。 

例 /bfff 背货 カラー = 白 

/ b オプションを 竹 略す ると、 システム 既定値の ままで 起# 力し ます。 

/ c く メモリ サイズ > チャイルド プロセスに 与える 

メモリ サイズ 

チ ヤイ ルド プロセス （シェル 呼び出し）、 および ソースファイル 読み込みの 
バッファに 使用す る メモリ サイズを kB 単位で 指定し ます。 

竹 略す ると 128 kB が 確保され ます。 



例 / c 256 





コンフィギュレーション ファイルの 作成 n 



SCD の オプション、 実行 ファイル 名、 コマンド ラインは、 コン フイ ギ ユレ 
一 ション ファイルに よっても 指定す る ことができます。 

SCD . X の 存在す る ディレクトリに SCD . CNF という 名前の ファイル （コン 
フイ ギュ レー ション ファイル） が 存在して いる 場合は、 まず その ファイルが 
読み込まれて、 そのな かに# かれて ある オプション 等が 設定され ます。 
コンフィギュレーション ファイルは、 テキス 卜 エディタで 作成して くださ 



例 < SCD . CNF の 内容 （一例） > 

/pOOO /bfff / c 256 

(文字 色 = 黒、 背猜色 = 白、 チャイルド プロセスの メモリ 予約 = 256 kB ) 
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■才ン ラィン ヘルプ 



SCD 勋作 中に [ HELP ] キー、 または、 H コマンドで 参照で きる ヘルプ フ 
アイ ル” SCD . HLP ” が 付 城して います。 

SCD . X と 同じ ディレクトリに 入れて おきます。 

ヘルプ ファイルの 形式は、 通常の テキスト ファイル 形式です。 
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本な では、 SCD が 持つ 2 つの_ 丨 fti モード （フル スクリーン モード、 コン ソ 
一 ル モード） と 2 つの 表示 モード （アセンブリ 衣 示 モード、 ソース 表示 モー 
ド）、 および デバッグ 対象 プログラムに 含まれる、 デバッグ 俏 報の 純 類に つ 
いて 説明し ます。 





SCD は 2 つの I 則 tffl •モードを 侍って います 0 



フル スクリーンモード 

マウス スクリーン 全 if 丨丨 •を 使丨丨 j した モード 0 

デバッグ 対象 プログラムの 表示 出力に 釤 弊を 4 える ことなく、 デバッグを 行 
なう ことができます。 

また、 マウスを 併 JIJ する ことができ、 祝 党 的 • 泊: 接 的に 操作す る ことができ 
ます。 



コンソール モード 

コンソール 入出力の みに よる モード （ DB と 等価な 操作 >〇 

揲作 性は フル スクリーンモードよりも 劣ります が、 デバッガ としての 機能は 
フル スクリ 一 ンモ 一 ドと ほ ば | rij 等です。 

この モードの 垛 合は、 RS -232 C 回線を 通じて 他の 端末から 操作す る こと も 
可能です。 
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アセンブリ 表示 モードと 
ソース 表示 モード 



アセンブリ 表示 モード 

アセンブリ 衣 示 モードは、 1行 が 機械語 1 命令に 対応して おり、 これが 実行 
の 最小 単位になります。 

ソース 表示 モード 

この モードは、 1 行が C 言語の 1 行に 対応して おり、 これが 実行の 最小 単位 
になります。 

ソース 衣 示 モードは、 拡張 シンボル t 丨 報 付きの 次: 行 ファイルの デバッグ 時の 
みに 利用で きます。 

より 詳細な アセンブリ レベルでの デバッグを 行なう 必要が あれば、 ア セン ブ 
リ衣示 モードに 切り 抒 える こと も 可能です。 

その 場合で も、 逆 アセンブル 表示の 中に ソース 行を 浞在 させて 表示 可能で 
す。 



■郭び ラムに 含まれ 5 



シンボル 情報な し 



リンカの / x ( シンボル テーブルの 出力 岱 止） オプション などに より、 デバ ッ 
グの 為の シンボル 悄 報を 穴まない 形の 実行 ファイルが これに 該 ゾ' 丨 します。 
オブジェクトの 参照は、 すべて 絶対 潘 地で 彳 】 •わなければ なりません ので、 ム i 
も デバッグ しにくい 形式です。 

シンボル 情報 あり 

太 U プログラムの ファイルに シンボル t 丨 V 報が 付加され たもので、 シンボル 名 
により オブジ ヱ クトを 参照、 表示す る ことが 可能です。 

通常は アセンブラ レベルで 外部 宣言され た ラベルを シンボル として 参照で き 
ます。 

シンボル 報の 参照は、 SCI ) および DB のい ずれで も サポート されて いま 
す。. 



拡張 シンボル 情報 あり 

XC コンパイ ラバ一 ジョン 2.00 以降には、 拡張 シンボル 悄 報を 出力す る 機能 
(/Ns オプション） が 備わって います。 

これを 利丨 11 すると C の ソース、 変数 名な どを 参照しながら デバッグ する こ 
とが 可能になります。 

SCD を 使 ⑴ する 敁 人の メリットは 、 C ソースを 参照しながら の デバッグが 
できる 点に あります。 
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SCD の コマンド 表記 
C 言語の 式 表記 
コマンドの 書式 



本な では、 SCI ) の コマンド 表 •记、 語の 式 衣 記 および SCD の コマンド # 
式に ついて 解説し ます。 

また、 SCD の コマンドを ー览 表と して 掲攸 しています。 




第 4 章 コマンド 



SCD の コマンド 表記 —— n 



QQQ マ 式〉 < アドレス〉 

式、 アドレスは、 アセンブラ レベルでの アドレスを 指定す る 式を 妃述 でき ま 
す。 

使用で きる 演算 f 
+ 加-京 

一 滅兗 

* 乘笕 

/ 除笕 

〇 /〇 剎余 

& 論理 祯 

| 論理和 

! 論理 否定 

へ 排他的 論理和 

使⑴ できる アドレス 衣视 

03 c 3 (16 進） 

¥123 (10 進） 

1100011 (2 進） 

. symbol (アセンブラの シンボル 名） 

.23 (ソース 行挢 号に よる アドレス 指定） 

. . filename . 12 (..ファイル 名. 行挢 号に よる アドレス 指定） 

拡張 子は 杏 略します。 



mjL < サイズ > 

サイズ ： S (バイト ） W (ワード 〉 L (ロング ワード) 
サイズを 省略す ると W (ワード〉 とみな します。 
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4.1 SCD の コマンド 表記 




レンジ： く 開始 アドレス >< 終了 アドレス > 
または 

く 開始 アドレス > L < 長さ （バイト 数）〉 
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く c 評価 式 > 



C 芑 語の 式の 妃 述と丨 lij じ 形式で 記述し ます。 



例 123 


(10 進） 


0 x 6 a 000 


(16 進） 


• 


(変数 i ) 


氺 P 


(ポインタ p の 指して いる メモリー 内容) 



変数の スコープ （可 视範 M ) は、 呪 在 トレース 中の プログラム カウンタに 依 
存 します。 

すなわち、 浚 光度の 商い ほうから 記す と、 

♦稅在 ブロック 内で 宣言され た 変数 
* 现 在 関数 内で 宣言され た 変数 
♦祝 在 モジュール 内で 宣言され た 静的 変数 
•グローバルに 宣言され た 変数 
の 順で 検索され ます。 

视在の プログラム カウンタが どの 関数に も 城さない 場合 や、 関数の エントリ 
一の 先頭な どで フレーム ポインタが 設定され ていない 場合は、 グローバル 変 
数の みが 参照 可能です。 

C 言語で 表％ できる 切、 演览 子は、 ほとんど サポートされ ています が、 例外 
として、 3 項 演算子 （？ ： ) は 使用で きません。 

キャスト 演览 子に ついては、 中 •純な キャスト （[ int *] のように 基本的な 型 
名と 2 つまでの 間接 演算子を 用いる 程度） のみが 使用で きます。 

変数の 値を 変史 したい 場合は、 代入 式を 記述して ください （変数 名 = 値)。 
それ 以外の 場合で も、 式の なかに 副作用を 起こす 演笕子 （代入、 インク リメ 
ン卜 、デクリメント、 聞 数 呼び出し など） を 記述した 場合は、 実際に 副作用 
を 起こす ことになります。 
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4.2 C 言語の 式 表記 




フォーマットは、 C 言語の 式を 表示す る, 丨 | ••式を 次の いずれ かの 义卞で 指定し 
ます。 

s : 文字列 
c : 文字 
X M 6 進数 

フォーマットを 朽 略す ると、 式の 値は 通??； 10 進数で 衣ポ されます。 

例 一 argv[0] の 値を 文字列 フォーマットで 表示す る 

一？ argv[0] ; s 
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第 4 章 コマンド 



コマンドの 書式 



sci ) の コマンドの ノ::式 は 次の 通りです。 

< コマンド 名 >[< パラメータ〉] 

コマンド 名 

アルファベット、 または 紀 V ； •の 1 文字ない し 2 文字で 表した コマンド 名を 指 
定 します。 

パラメータ 

コマンドが 受け取る パラメータを 指定し ます。 

パラメータの 楝類や 数は、 ft コマンド ごとに 異なって います。 

一般的には、 その コマンドの 使用す る 値、 アドレスを 表す 数値、 あるいは 
式、 シンボル 名、 c 言語の 変数 名 あるいは 式、 ファイル 名と 行挢 y •による 才 
ブジェク 卜 アドレス 指定な どが あります。 

その他 

DB では、 コマンドを コロン （：） で 区切って、 1 行に 複数の コマンドが 記 
述 できた のです が、 SCD では、 必ず 1 行に ひとつの コマンドを 記述して く 
ださい。 

それでは、 次 ページから 各 コマンド について 説明し ます。 

具体的な 使用例に ついては、 本畨第 6 章に て 解説し ます。 

また、 DB と取複 する コマンドに ついては、 アセンブラ マニュアル 「 6.4 デ 
バッガ の コマンド」 も 参照して ください。 
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「Assembl 





A [<ア ドレス >] 

AN [<ァ ドレス >] 




アセンブル 




MPU 6800 0 の ニー モニックを アセンブルして メモリに 格納し ます。 

く アドレス〉 は、 アセンブル 開始 アドレスを 指定し ます。 

A コマンドでは、 現在 メモリに 入って いる 命令の ニー モニックが 表示され た 後 
に ニー モニックの 入力になります。 

入力 モードから 抜ける には、 ピリオド （•） を 入力して、 リターン キー 0) を 押し 
てくだ さい。 

AN コマンドは、 A コマンドと 同様です が、 現在 メモリに 入って いる 命令の ニー 
モニックは 表示され ません。 

リターン キー™ のみで、 SCD の コマンド 待ちに 戻ります。 




—main 

00OBA52E 

A .170 
17 ： 

000BA344 



-A • _mam 0) 
_main 

000BA340 



lea 

• Q) 

int c 
clr • 1 

• O 



link 

• Q) 



S000BD138, A7 



0 , i = 0 ； 
$FFFC(A6) 



A6 f #$FFF8 







第 4 章 コマンド 



Display Breakpoint 




ブレーク ポイントの 衣 示 



B (Set Breakpoint ) コマンドで 作成した 全 ブレーク ポイントの 現在の 情報を 表 
示します。 

このと き、 表示され る 悄 報は 以下の通りです。 

(1) ブレーク ポイント 番号 （00 〜 If ) 

(2) 有効 （ e >/ 無効 （ d > の 別 
(3> ブレーク ポイント アドレス 
(4) ブレーク カウント 

(5> ブレーク カウント 設定 侦 

ブレーク ポイントが 設定され ていないと 、 “no break pointer ” と 衣 示され ま 




-B は 

no break pointer 
-B • _main ® 

-B SI 

00 e 00OBA34O(OOOC ；〇〇 O1 ) 
-B .1731 
— B 

00 e 00OBA344(OOOO ； OOO1 ) 



main 



17 けに ブレーク ポイントを 没 i 








害 式 1 B [く ブレーク ポイント 番号〉] く アドレス >[< カウン 卜〉] 

機 能 1 ブレーク ポイントの 設定 

この ブレーク ポイントは、 G コマンドで 作成す る ブレーク ポイントと 違って、 
BC コマンドを 使用し ない 限り、 削除され ません。 

ブレーク ポイントは、 32 简 所まで 設定す る ことができます。 

指定した く アドレス〉 に ブレーク ポイントを 設定し ます。 

プログラム 実行 （ G コマンド） 時に ブレーク ポイントに 達する と、 プログラムは 
停止し、 SCD の コマンド 入力 待ちと なります。 

< ブレーク ポイント 畨号 > は 、設定す る ブレーク ポイントの 番号 （〇 〜 lf > を 指 
定 します。 

B コマンド とく ブレーク ポイント 番号 > の 間に 空白を 入れて はいけ ません。 

また、 く ブレーク ポイント 黹 号〉 が a 〜 f のとき は、 0 d 〜 Of のように、 1 文字 tl 
に 数字の 0 を 付けて ください。 

もし、 番号に c 、 d 、 e を 指定し ようとして、 Be 、 Bd 、 Be と 入力した 場合、 
BC 、 BD 、 BE コマンド として 解釈され てし まいます ので 注意して ください。 

< ブレーク ポイント 番号 > を 宵 略す ると、 自觔 的に 空いて いる ブレーク ポイント 
番号を 割り当てます。 

く アドレス〉 は、 ブレークしたい 命令 語の 番地を 指定し ます。 

く カウント > は 、ブレークす るまでに 通過で きる 间数 （ブレーク カウント 設定 
値） を 指定し ます。 

< カウント〉 を 省略す ると、 1 とみな します。 
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第 4 章 コマンド 




Clear Breakpoint 




BC < ブレーク ポイント 番号 > 




ブレーク ポイントの 削除 




設定され ている ブレーク ポイントを 削除し ます。 

く ブレーク ポイント 番号 >に は、 ブレーク ポイント 番号 （0 〜 If ) を 指定し ます 
ブレーク ポイント 畨 号は、 複数個 指定で きます。 

く ブレーク ポイント 忝 号〉 に アスタリスク （*) を 指定す ると、 全 ブレーク ボイ ニ 
卜を 削除し ます。 




m 



- B 

00 e 0O0BA344(OOOO ； OOO1 ) 

01 e 000BA34C( 〇〇〇〇； 0001 ) 
-BC001 

— B ® 

01 e O00BA34C(OO0O ； 00O1 ) 

-bc 本 a 

-B ® 

no break pointer 



クポ イン ト NoO の 削除 



全 ブレーク ポイント No の 削除 











Disable Breakpoint 



式 BD < ブレーク ポイント 番号 > 




ブレーク ポイントの 無効 化 




ブレーク ポイントを 一時的に 無効 化します。 

ブレーク ポイントは、 削除され る わけでは ない ので 、 EB コマンド により、 いつ 
でも 有効 化で きます。 

< ブレーク ポイント# 号〉 には、 無効 化したい ブレーク ポイント 忝 号 （0 〜 If ) 
を 定し ます。 

ブレーク ポイント 番号は、 複数個 指定で きます。 

< ブレーク ポイント 番号〉 に アスタリスク （*) を 指定す ると、 全 ブレーク ボイ ン 
卜を 無効 化します。 




— B 

00 e OO0BA344(OO0O ； OOO1 ) 

01 e 000BA34C(0OOO ； OO01 ) 
-BD0® 

-B [S 

00 d OO0BA344(OOOO ； O0O1 ) 

01 e 00OBA34C(O0OO;OOO1 ) 
-BD*® 

-Bffl 

00 d O0OBA344 (GOO0 ； OOO1 ) 

01 d O0OBA34C(00OO ； OO01 ) 



ブレーク ポイント NoO の 無効 化 



全 ブレーク ポイント No の 無効 化 








第 4 章 コマンド 



Enable Breakpoint 



害 式 BE < ブレーク ボイ 



ト 番号 > 





ブレーク ポイントの 有効 化 

BD コマンド により、 一時的に 無効 化された ブレーク ポイントを 有効 化します 0 
く ブレーク ポイント 号〉 には、 有効 化したい ブレーク ポイント 畨号 （〇 〜 If ) 
を 走し ます。 

ブレーク ポイント 番号は、 複数個 指定で きます。 

く ブレーク ポイント 蒗 号〉 に アスタリスク （*) を 指定す ると、 全 ブレーク ポ イン 
卜を 存効 化します。 




-B ^ 

00 d OOOBA344 (OO0O ； OOO1 ) 

01 d OO0BA34C(OOOO ； 0001 ) 
-BEOffi 

- B [5 

00 e OO0BA344 ( 0000 ； 0001 ) 

01 d O00BA34C(OO00 ； O0O1 ) 
-BE*® 

— B ® 

、 e OO0BA344(O00O ； OOO1 ) 
e O00BA34C(00OG ； O001 ) 



ク ポイント NoO の fi •効 化 



令 ブレーク ポイント No の“ 効 化 







例 



- B A 

00 e 0OOBA41E(O0O7;00O1 ) 

01 e 0O0BA432(OO06 ； O001) 
•BR® 

- B 』 

00 e OO0BA41E(0OO0;0OO1 ) 

01 e O00BA432(00O0;00O1 ) 









-C a ： b ： c ： d ： e ： f ® 

■T® 

-? argv[OJ ； s 0) — ブロ グラムに 波され る コマンド ラインの 夂卞列 衣， j •く 

-?argv【 1 】 ； s0) ーブ 〇 グラムに 推される コ マント: ラインの 夂 卞列 衣， パ 

"a : b : c : d : e : f •• C コマンドで 设 定 した 夂卞列 













害 


式 




, m 






解 


脱 



D [< サイズ >] [< レンジ〉] 

メモリ 内容の ダンプ 

メモリ 内容を 16 進と ASCII コードで ダンプ 表示し ます。 
く サイズ〉 は、 ダンプす る サイズを 指定し ます。 



(S = バイト、 W = ワード、 L = ロング ワード） 

く サイズ〉 の 指定を 省略す ると、 W となります。 

く レンジ〉 は、 ダンプす る 範网を 指定し ます。 

< レンジ > を V ? 略した 場合は、 以前に D コマンドで 表示され た极 後の データの 
次から 128 バイ 卜 分 表示され ます。 



例 



-DS BA4E4 

O0OBA4E4 

000BA4F4 

000BA504 

O00BA514 

O0OBA524 

-D BA4E4 

00OBA4E4 

0O0BA4F4 

0O0BA5O4 

O00BA514 

0OOBA524 



BA5330 
43 20 6C 
38 30 30 
2E 30 30 
38 37 2C 
50 2F 48 
L50QD 
4320 6C69 
3830 3030 
2E30 3000 
3837 2C38 
502F 4875 



69 62 
30 20 
00 43 
38 38 
75 64 

6272 

2058 

436F 

382C 

6473 



72 61 
58 43 
6F 70 
2C 38 

73 6F 

6172 
4 3BA 
7079 
3839 
6F6E 



— バイト 丨 11 位の ダン ブ衣示 
72 79 20 66 6F 72 20 58 36 
BA DD CA DF B2 D7 20 76 32 
79 72 69 67 68 74 20 31 39 
39 2C 39 30 20 53 48 41 52 
6E 00 00 4F F9 00 OB D1 38 

— ワード 丨 れ位 の 及 さ 指定の ダン ブ衣示 
7920 666F 7 220 5836 C library for X6 



C library for X6 

8000 XC コン ハ •イラ 

. 00 . Copyright 19 
87,88,89,90 SHAR 
P/Hudson ••0• •• 厶 8 



DDCA DFB2 D720 7632 
7269 6768 7420 3139 
2C39 3020 5348 4152 
0000 4FF9 O00B D138 



8000 XC コン ハ • イラ v2 

. 00 • Copyright 1 9 
87,88,89,90 SHAR 
P/Hudson. •0• •• 厶 8 
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Examine 




E ? < C 評価 式 > [ : < フォーマット >] 

C 評価 式の 設定 

C 言語の 式を 設定し、 評価 値を 表示し ます。 

設定で きる 評価 式は、 1) 〜 9) の 9 個までで す。 

設定され た 式は - ユーザ一 プログラムから SCD に 制御が 移る たびに 冉評価 さ 



れ 、表示され ます。 

く C 評価 A > は 、 C 3 語の 式の 記述と 同じ 形式で 圮述 します。 

く フォーマット〉 は、 評価 値を 表示す る# 式を 指定し ます。 

この場合の < C 評価 式〉 は、 副作用の ある 演算子 (代入な ど） は _ 面が 再 表示され 
るた びに 評価され るた め、 使用すべき ではありません。 

< C , 评価 式: >ゃ< フォーマット〉 について 詳しくは、 本 京 「4 • 2 C 言語の 式 表 
記 j を 参照して ください。 



例 



-T ® 

- E ? iffl — レジスタ スクリーンに 评丨 面侦 を 衣 /J •く 

- E ? * ( argv +1 ) ; s ® — レジスタ スクリーンに 评価 文字列を 衣ボ 

— X 01 

PC=O00BA34C USP=000CD51C SSP=000067F2 SR=8G14 X:1 N：0 Z：1 V:0 C：0 

D O00BA7AA 00000000 00000001 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 
A 000BAB22 O0OBA958 000BA950 000791 DO OO0BA52E 0O0BA25O O00CD524 O0OCD51C 
1 ) i = 0 

2 ) * ( argv-f i ) ; s = #， G : Yxor • x #， 

subq. 1 #1 , $0008( A6 ) ； O0OCD52C ( 0000000 1 ) 
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□Examine Eras 

害 式 1 EE く C 評価 式 番号 > 

。機 能] C 評価 式の 削除 

I _K] E? コマンドで 設定され た C 言語の 評価 式を 削除し ます。 

評価 式には、 1) 〜 9) までの# 号が ついてい ますので、 削除したい 悉 号を < C 評 
価 式 番号 > に 指定して ください。 

また、 W ? (ウォ ツチ ポイント） コマンド および T ? (トレース ポイント） コマン 

ドで 設定され た 式 も 削除で きます。 

その 場合は、 < C 評価 式 番号〉 のと ころに、 W または T を 指定して ください。 



-X 0) 

PC=O0OBA34C USP=0OOCD51C SSP=00OO67F2 SR=8014 X： 1 M: 0 Z 
D 000BA7AA 00000000 00000001 00000000 00000000 00000000 

A 0OOBAB22 000BA958 0O0BA950 00079 1D0 000BA52E OOOBA250 

w ) c = = 0xlA = 0 

t ) i (O00CD51C ： OOO4 )=00 00 00 00 
1 ) i = 0 

subq. 1 #1 , $0008( A6 ) ； 0OOCD52C ( 0000000 1 ) 

-EE1® 

•xa 

PC=000BA34C USP=0O0CD51C SSP=000067F2 SR=8014 X： 1 N:0 Z 

D 0OOBA7AA 00000000 00000001 00000000 00000000 00000000 

A 0O0BAB22 OO0BA958 OO0BA95O 000791 DO O00BA52E 000BA250 

w ) c = = 0xlA = 0 

t) i (0OOCD51C ： 00O4)=OO 00 00 00 

subq. 1 #1 f $O0O8(A6 ) ； 0OOCD52C ( 0000000 1 ) 

-EET® 

-X0) 

PC=0O0BA34C USP=O0OCD51C SSP=0OO067F2 SR=8G14 X：1 N:0 Z 

D O00BA7AA 00000000 00000001 00000000 00000000 00000000 

A 000BAB22 0O0BA958 0O0BA950 00079 1D0 OO0BA52E 000BA250 

w ) c= = 0x 1A = 0 

subq. 1 #1 f S 〇 O08(A6) ； 00OCD52C ( 0000000 1 ) 

-EEW0 

-xa 

PC=000BA34C USP=00OCD51C SSP=00O067F2 SR=8014 X：1 N ? ： 0 Z 
D 00OBA7AA 00000000 00000001 00000000 00000000 00000000 

A 00OBAB22 000BA958 000BA950 000791 DO 0OOBA52E 00OBA25O 

subq. 1 s\ f $0008( A6 ) ； 0O0CD52C ( 0000000 1 ) 



： 1 V : 0 C：0 

00000000 00000000 
OO0CD524 000CD51C 



： 1 V:0 C：0 

00000000 00000000 
O00CD524 000CD51C 



1 V:0 C：0 

00000000 00000000 
000CD524 000CD51C 



： 1 V:0 C：0 

00000000 00000000 
0O0CD524 000CD51C 
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memory 




F [< サイズ >1 < レンジ >< データ〉 




フイ ル メモリ 




く レンジ〉 で 指定した メモリ 内を、 く データ〉 で 指定した 値で 満たします。 
< サイズ〉 にはく データ〉 の サイズを 指定し ます。 

(S = バイト、 W = ワード、 L = ロング ワード） 

< サイズ〉 の 指定を 省略す ると W となります。 




•DS CO000 
000CO0O0 
O00COO10 
00OCOO2O 
OO0COO30 
-FS C0O00 
-DS COOO0 
00000000 
0O0C0O10 
O0OC 0020 
000CO03O 



C003FGB 
00 FF 00 FF 
00 FF 00 FF 
00 FF 00 FF 
00 FF 00 FF 
C003F FF® 
C0O3F0 
FF FF FF FF 
FF FF FF FF 
FF FF FF FF 
FF FF FF FF 



00 FF 00 FF 00 FF 
00 FF 00 FF 00 FF 
00 FF 00 FF 00 FF 
00 FF 00 FF 00 FF 



FF FF FF FF FF FF 
FF FF FF FF FF FF 
FF FF FF FF FF FF 
FF FF FF FF FF FF 



00 FF 00 FF 00 FF 
00 FF 00 FF 00 FF 
00 FF 00 FF 00 FF 
00 FF 00 FF 00 FF 



FF FF FF FF FF FF 
FF FF FF FF FF FF 
FF FF FF FF FF FF 
FF FF FF FF FF FF 









害 式」 G := <開 始 アドレス〉] [< ブレーク ポイントの アドレス〉] 

機 肖 & デバッグ 中の プログラムの 実行 



解 脱 デバッグ 対象 プログラムに 実行権を 渡します。 

く 開始 アドレス〉 を 指定した 場合は、 該当 プログラムの 間始 アドレスから、 省略 
された 場合は、 プログラム カウンタが 示す アドレスから 実行され、 プログラムが 
終了す るか ブレーク ポイントで ff •止す るまで 続きます。 

なお、 G コマンドで 指定され た ブレーク ポイントは、 指定 時の み 有効で、 再度 停 
止させたい 場合は、 再度 設定す る 必要が あります。 

また、 G コマンドでは 実行 梅 •を デバッグ 対象 プログラムに 漉して しまうた め、 実 
行中には 条件つ き ブレーク ポイント、 および 卜 レース ポイント による •止は 働き 
ません。 



11： 6 ，ne 

12： sialic ini keylenCMAXKEV] ； 

13： static int keyoff[MAXKEV]； 

H ： 

15： main(inl argc, char **argu) 

17: int c, i; 

if flMimyli:: 議讓 麵 画; 關懸 

眶 FB58 21: ぬ 盟咖「「， X〇f： 100 ke ^ ； 

22： } 

000EFB46 23: ++a rgu； 

000EFB4A 24： (wid)selrnode(fileno(stdin), O.BINARV)； 

000EFB68 25: for (i = 0； i <arac； i++) ( 

000EF^6 26： if ((keylenCiJ = sirlenCarguCi])) = 0) 

000EFB9E 27: _keg_len[i] = 1; 



D5=00000000 07 



00000000 



I 的 00 



USP=00102CC6 D1=00000000 D5=00000000 A1=000F0102 A5=000EFA20 

SSP=000067F2 D2=00000001 06=00000000 A2=000F00FA A6=00102CCE 

D5=00000000 D7=00000000 A5=00B8B1D0 A7=00102CC6 

loading Xuk!a 

"U - l9 ® —19 UH に ブレーク ポイントを 设定 L て 文 行 
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000749 F4 
000749 F8 
000749 FC 
000749 FE 
00074 A04 
00074 A08 
00074 A0C 
00074 A10 
00074 A12 
00074 A16 
00074 A1A 
00074 A1E 
00074 A22 
00074 A26 
00074 A2A 
00074 A2C 
00074 A30 



減 

3F5C 

6100 

508F 

4879 

5F5C 

3F5C 

6100 

508F 

6100 

3F3C 

3F5C 

302E 

C0FC 

D07C 

3F00 

3F5C 

6100 




SSP=000067F2 D 




-HO 



■ ■■画 _ h ■ — _ " _ ■ ■ I — 



Help 



式 H 



機 有 I オンライン ヘルプ メッセージ 



解 説 SCD の コマンドの 使い方の 簡単な 説明を 表示し ます。 

表示 内綷 には、 コマンド 一覧、 コマンド 表記、 C 言語の 式 表妃 があります。 



例 










ン 

n 

の 

D 

C 

S 



我 §|| , 11 疋 

トト トト トトの、 ン 
ンン ンンン ンング {I 



■ 了 

靜ン 

の I 



え 

替 

り 

ムセ 切 
ラツ の 
グメ去 示へ 
ロブ 消 表 ド 
§ ブルの の I 
.イ イイ イイ ウイの リのへ モ 

のの モ中ン BS 9 77 X 
ブブク ククク ククド メグ イス ス表 
ンン 一 I 一 一 一 I ンリ $ ルツ ラ 一 I ス 
セ セレ レレ レレ レマモ イバン レレ I 
ア アブ ブ ブブブ ブコメ CC フデ 才ト トソ 



ルル ボボ ボボ ボカ ラ资 



IV 



4 .^ 

TJ IL 

I a 



• 孀 _ _ 

s S 
s e 
e r 
rd 
dd 
d a 
a 礼 

At BN 



1 4 

re 

d 

ad 



range ! 

wn -; 

i 6 



ss] 

e 

adr 



] p p p rzeu 

pbbb tie 



ra es 

TJ r 

m ed 



■ < 

l a 
s II 



3 n) 
l lme y/ 
nt T 
ou le l 
-c fi e 

rL • r 



CCDER [o--E[[ CI[ 
- 6 KBBKCDEEFGHNHI 



い Mo 



コマンド 一覧の 一部です。 
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□History Clear 

害 式 1 HC 

機 能] トレース 脫 歴の 消去 



解 脱 卜 レースの W 歴を 消去し ます 0 
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History Trac 





HI [— < カウント >] 





トレース 魄胼の 表示 




トレース 魄歴を 新しい 順に 表示し ます 0 

トレース 股歴 は、 T ， U などの コマンドで プログラムが トレース 実行され た 場合 
の PC (プログラム カウンタ） を、 敁 近の ものから 256 ステップ 分記惊 してい ま 
す。 

G コマンドで 实 行され た 場合は、 記愤 されません。 

H 1 の 後ろに 一く カウン 卜 >(2 〜 ff > を 指定す ると、 く カウン 卜〉 ステップ 前から 
の ヒストリ 一を 占い 順に 表示し ます 0 




HI0 

--Trace history — 



00100658 
00100656 
00100652 
0010064 C 
33 ： 

00100646 
00100644 
0010063 E 
32 ： 

0010063 A 
•main 0] 
00100636 
•main 3) 
001014 1A 



movea • 1 
addq . 1 
move • 1 
move • 1 

move • 1 
bne • s 
cmp • 1 
i f ( argc 
move • 1 



D0 f A0 
#4, DO 

S0OOC(A6) f D0 
f$OO10263E,-(A7) 

sscanf ( argv 【 1 ]，••％(!•• ，&precis ion ) 
4 S 001074 CC • ^precision , - ( A7 ) 
$OO10066E 
s$ 0000000 2 t D0 
= 2 ) { 

$0008( A6 ) f D0 



bra • w $00 1 0078C 

lea S0O1O7CBA, A* 










[Change Sourc 

害 式 i [••く ファイル 名〉] 

機 能 j ソース 表示 モードへの 切り替え 

解 説 I リスト スクリーンの 表示を ソース 表示に 切り替えます。 

表示 ソースファイルを 指定す る 場合は、 2 つの ピリオド （..> の 後ろに 拡張 子を 除 
いた ファイル 名を 指定し ます。 

I のみの 場合は、％ 在の ソースを 表示し ます 0 

なお、 リスト スクリーン について 詳しくは、 本齊 「第 5 帝 フル スクリーン J を 
参照して ください。 










000EFB14 

000EFB24 

000EFB58 

000EFB46 

000EFB4A 

000EFB68 

000EFB76 

000EFB9E 

000EFBB2 

000EFBC8 

000EFBDC 

000EFBEA 

000EFC16 



if (~argc > MAXKEV) ( 

fprintf(stderr, xor: [〇〇 manu keys ギ n ノ 
exit(l )； 

} 

++argu ； 

(uoid)setmode(f i leno(stdin), O.BINfiRY )； 
for (i = 0 ； i <argc ； i++) ( 

if ((keylenCiJ = strlen(argufi])) == 0) 
keylenCi] = 1 ； 
keyoffli] = 0； 



while (( c= gelcharO) != EOF) { 
for (i = 自 ； i く argc; i++) f 
c argu[i][keyoff[i ]]； 
keyoffCi] = (keyoffCi] + 1) % keylenCi ]； 



mbmm 

USP=000C1C70 D1=00000000 05=00000000 A1=000F28E2 A5=00000000 

SSP=000067F2 D2=00000000 D6=00000000 A2=000C2704 A6=00000000 

D3=00000000 D7=00000000 A5=0008B1D0 A7=000C1C70 

こ^ ニニ'， 一 .； — ------ -， 

loading xor.x 

-I ..xor.17 0] —xor.c の ソース リスト 17 け丨丨 から リスト スクリーンに 衣 , j；: 
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List Sourc 



害 式] I ? 




ソースファイルの 一％ 




リスト スクリーンの 表示を ソース 表示に 切り替え、 ソー スフ アイ ルの 一覧を 表 力 1 
します。 




000EF5F4 

000EF5FE 

000EF612 

000EF618 



h include <staio.h> 
int xdot ； 



mainO 



xdot = 100 ； 

printf(”xdoUmain ) = 糾 ギ n 1 
sub ()； 



xdot) 



b 娜划撕 ■通^^ 



USP=000C1C70 D1=00000000 D5=00000000 A1=000F1AD2 A5= 

SSP=000067F2 02=00000000 D6=00000000 A2=000C2704 A6=00000000 

05=00000000 D7=00000000 R5=0008B1D0 ^000C1C70 



loading main.x 

-I? 0) 

* 0: main.c 

1: sub.c 



は 祝 在 文” されて いる •ノー スフ アイ ル 
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/* 

拿 

♦/ 

♦include 
♦include 



•xor.c の C ソース リストを 衣 示 
xor . c - simple crypt 



: static in 



# 



< stdl ib . h> 
<stdio.h> 

< fcntl .h> 

• h> 



コンソール モードでの 衣, j ；; 例 
フル スクリーンモードでは 
リスト スクリーンに スクリーン 
サイズ 行 分の リスト 衣ボ 




: void main ( int argc ， 



4 — 



4 — 



アセンブリ 衣 示 モードへの 切り換え 
シンボル 名 main のボす アドレスから 



link 


A6 f #$FFF8 


アセンブラ 命令を 表示 


int c 


= 0 f i = 0 ; 




clr. 1 


$FFFC(A6) 




clr . 1 


$FFF8(A6) 




if 


argc > MAXKE Y ) { 




subq •丄 


#1,$0008(A6) 


— コンソール モードでの 衣 /j •く 例 


move • 1 


$0O08(A6) f D0 


フル スクリーンモードでは 


cmp. 1 


#$00000040, D0 


リスト スクリーンに スク リー 


ble • s 


$0OOBA37E 


サイズ 行 分の リスト 衣ボ 




f print f ( stderr f 


xor : too many keys¥n ff ) ; 


move • 1 


#$000BA4D0,-(A7) 






L ._mam 0 
•main 
000BA34O 
17： 

000BA344 

0O0BA348 

19： 

000BA34C 

000BA35O 

000BA354 

000BA35A 

20： 

0OOBA35C 



•L • . xor • 1 IS 



List 



害 式 L [< レンジ〉] 



機 能 リスト 表示 （ソース/アセンブリ） 



解 脱 j 指定され たく レンジ〉 内の、 デバッグ 中の プログラム リストを 表示し ます。 

ソース 表示 モードの ときは、 C 言語 ソース リストを、 アセンブラ 表示 モードのと 
きは、 逆 アセンブル リストを 表示し ます 0 

< レンジ〉 には、 く 開始 アドレス〉 とく 終了 アドレス〉 を 指定し ます。 

フル スクリーンモードでは 、く 開始 アドレス > のみ 有効です。 

コンソール モードで く 終了 アドレス > を 宵 略す ると、 一部の リスト 表示と なり ま 
す。 

< 開始 アドレス〉 を 竹 略す ると、 前间の コマンド 実行時に 表示され た 敁 終 行の 次 
の 行から 表示し ます。 

また、 ソース 表示 モードのと きには、 2 つの ピリオド （..） の 次に 拡張 子を 除い 
た ファイル 名を 指定す る ことができ、 1 つの ピリオド （•） の 次に 行 番号を 指定 
する ことができます。 



例 



2 3 4 5 



3 4 5 6 

11 1A 11 11 
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第 4 章 コマンド 



Memory Edit 



害 


式 


ME [< サイズ >] [く アドレス >] [< データ > …] 
MEN [く サイズ〉] [< アドレス〉] 


機 


能 


メモリ 内容の 褊染 


解 


脱 


メモリ 内容を 編集し ます。 

く サイズ〉 は、 編集す る メモリの サイズを 指定し ます。 



(s = バイト、 W= ワード、 L= ロング ワード） 

< アドレス > は、 編 染 する 開始 アドレスを 指定し ます。 



< データ > は 、メモリに 入れる 内容です。 

く データ〉 を 杏 略す ると、 現在の メモリ 内容を いったん 表示して 入力 モードに な 
ります。 

入力 モードから 抜ける には、 ピリオド （.） を 入力して リターン キー 0 を 押してく 
ださい。 

MEN コマンドは、 ME コマンドと 同じ 機能です が、 入力 モードの ときに メモリ 
内容を 表示し ません。 

< サイズ〉 に P を 指定した 場合には、 ノぐ イト アクセスで アドレスが 2 增加 
します。 



例 



-D BA4D0 


L2001 






















000BA4D0 


786F 


723A 


2074 


6F6F 


206D 


616E 


7920 


6865 


xor : 


too many 


ke 


O00BA4E0 


7973 


OA0O 


4320 


6C69 


6272 


6172 


7920 


666F 


ys . • 


C library 


fo 


-ME BA4D( 


) f tes: 


，® 




















-D BA4D0 


L200) 






















0O0BA4D0 


7465 


733A 


2074 


6F6F 


206D 


616E 


7920 


6B65 


tes : 


too many 


ke 


00OBA4EO 


7973 


0AO0 


4320 


6C69 


6272 


6172 


7920 


666F 


ys • • 


C library 


fo 


-ME BA4D0C31 






















000BA4D0 




7465733 A 


: ’ xor : ’ ® 














O00BA4D4 




20746 F6F 


: . 31 
















-D BA4D0 


L2O0 






















000BA4D0 


786F 


723A 


2074 


6F6F 


206D 


616E 


7920 


6B65 


xor : 


too many 


ke 


000BA4E0 


7973 


0A00 


4320 


6C69 


6272 


6172 


7920 


666F 


ys • • 


C library 


f o 
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Memory Move 



害 式 MM < レンジ〉 < アドレス > 



機 能 メモリ 内容の 移動 



解 脱 く レンジ〉 で 指定す る メモリ ブロックを 、く アドレス〉 で 指定した 位置へ 移動し 

ます。 

< レンジ〉 で 指定した 移動 元 アドレスの メモリの 内容は、 本 コマンド 実行 後 も そ 
のま ま 残って います。 

ただし、 移動 元 ブロックと 移動 先 ブロックが 一部 重なった 場合には、 重なった 部 
分の メモリの 内容は 変 吏され ます。 



例 



-D BA4E4 L50 3 



0O0BA4E4 4320 6C69 6272 6172 7920 666F 7220 5836 
000BA4F4 3830 3030 2058 43BA DDCA DFB2 D720 7632 
O00BA504 2E30 3000 436F 7079 7269 6768 7420 3139 
O00BA514 3837 2C38 382C 3839 2C39 3020 5348 4152 
OOOBA524 502F 4875 6473 6F6E 0000 4FF9 00OB D138 
-MM BA4E4 L50 00000® 

-D C0000 L50ffl 



0OOC 0000 
0O0C0010 
000C002O 
000C003O 
000C0040 



4320 6C69 
3830 3030 
2E30 3000 
3837 2C38 
502F 4875 



6272 6172 
2058 43BA 
436F 7079 
382C 3839 
6473 6F6E 



7920 666F 
DDCA DFB2 
7269 6768 
2C39 3020 
0000 4FF9 



7220 5836 
D720 7632 
7420 3139 
5348 4152 
00OB D138 



C library for X6 

8000 XC コン ハ • イラ v2 

. 00 . Copyright 19 
87,88,89,90 SHAR 
P/Hudson. •0• •• 厶 8 



C library for X6 

8000 XC3 ンハ • イラ v2 

. 00 • Copyright 19 
87,88,89,90 SHAR 
P/Hudson ••0• •• 厶 8 
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第 4 章 コマンド 



[Memory Search —— = 

窨 式 I MS [く サイズ〉] < レンジ〉 < データ〉 
i 機 能 I メモリ 内容の 検索 

く レンジ〉 で 指定した メモリ 内を 検索し、 < データ〉 で 指定した 値を 搜 します 0 
< サイズ〉 は、 く データ〉 の サイズを 指定し ます。 

(s = バイト、 W= ワード、 L= ロング ワード） 

く サイズ〉 の 指定を 省略す ると、 W となります。 

< データ > は 、複数の データ も 指定で きます。 

シングル クオート （’) で 囲まれた 文字列を 指定す る こと もで きます。 

その 場合は、 く サイズ〉 は 自動的に S になります。 
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「Object 



害 式 I O 




アセンブリ 表示 モードへの 切り替え 




ソース 表示 モードから アセンブリ 表示 モードに 切り替えます。 

これに よって、 表示 だけでなく ブロ グラム 実行の 単位 も、 ソース 1 行 単位から 機 
械 語の 1 命令 单 位に 変更され ます。 

ソース 表示 モードに 戻る 場合は、 I コマンドを 使用し ます。 




譖藏 9 ぃ …，..: 為澀％ 



000EFB18 

000EFB1C 

000EFB22 

20： 

000EFB24 

000EFB2A 

000EFB50 

000EFB56 

21： 

000EFB58 

000EFB5E 

000EFBU 

23 ： 

000EFB46 

24 ： 



202E 0008 mo^.i mmmm 

B0BC 0000 0040 cmp. I »$00000040,D0 

6F22 h ble.s $000EFB46 

fprintf(slderr, H xor ： too many keys^n H )； 



2F5C 000E FC7A 
2F3C 000F 1ED0 
4EB9 000F 06DA 
508F 

exil(l )； 
2F3C 0000 0001 
4EB9 000F 0164 
588F 
++argu ； 

58AE 000C 



moue. I 
jsr 
addq. 1 



v 胃， 

addq . I 



tt$000EFC7A,-(A7) 
tt$000FlED0,-(A7) 
.fprinlf 
08, A7 

»$0 明 的 的 l ,-( fl 7) 

■exit 

«4,A7 



addq. I tt4,$000C(A6) 



(void)seirnode(fileno(sidin), OJINARY )； 



1111 0400 mo^e：T 鉍 M 000400 , -(A7) 

USP=00102CC6 01=00000000 05=00000000 A1=000F0102 A5=000EFA20 
SSP=000067F2 D2=00000001 06=00000000 A2=000F00FA A6=00102CCE 
D5=00000000 D7=00000000 _A5=0008B1D0 A7=00102CC6 



loading xor. 

-TO 
-0 ® 
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xor.c - simple crypt 




w 

5: include 

6- ttinclude 

7- ^include 
8: ttinclude 

9； 

10 ： ttdefine 

11： 

12: static int 
13 ： slatic int 
14 ： 

15: main(int 



USP=000C1C70 

SSP=000067F2 



11153 顯 咖 



Dl= 明 的 0 的 0 
02=00000000 
D5=0 0000000 



<stdl ib.h> 
<stdio.h> 

<fcnil .h> 

<io.h> 

MAXKEV 64 

keylentMAXKEY ]； 

keyofftMAXKEY ]； 



char 




隱娜 ■卿 編 



№=00000000 
D &=00000000 
D7= 00000000 



A1=000F28E2 

A2=000C2704 

te=00B8BlD0 



№=00000000 

A6=00000000 

IA7=000C1C70| 



loaaing xor.x 

-P® ^ 

debug program from $000AEE80 
user program from $000EFB10 

exec $000EFCD8 
symbol table from $000EE9C0 



— デバッガの 先祯 アドレス 
— ユーザー ブロ グラムの 先祯 アドレス 
— ユーザー ブロ グラムの 終了 アドレス 
—ユ一 ザーブ ログ ラムの 突 行 アドレス 
— シンボル テ一 ブルがない 場合は 衣 示されません 











keylen= Array : Gx00OBC46E 

keyof f = Array : Ox0O0BC56E 

errno=0 

errno=0 

_doserrno=0 

envi ron=0xO0OCD538 

_PSP=762448 

_fmode=0 

sy9_errl i st= Array : OxOOOBC 1 32 
sys_nerr=34 
_iob= Array : 0xO00BC6F2 
1 iobuf = Array : 0X000BCB5C 









•PL0 
argc= 1 

argv=0x000BCEE0 
c= 157245283 
1=1885430635 






第 4 章 コマンド 




Print Symbol 



害 



式 



PS 




シンボル テーブルの 表示 




シンボル テーブルに 登録され ている、 全 シンボル 名の 一覧を 表示し ます。 




-psffl 
$00010000 
$00010000 
$00OBA340 
S000BA52E 
$000BA7CC 
$000BA94C 
S000BA954 
$000BA958 
$000BA95C 
S000BA960 
SO00BA9BA 
S000BA9F8 
$000BAA24 
$0O0BAA3C 
S000BAA62 
$000BAA6E 
S000BAA72 
$O00BAA76 
$000BAB24 
$0O0BAB26 
$000BAB28 
S000BAC08 
S00OBAC1E 
-- More 






STACK.SIZE 
HEAP jlZE 
main 
_main 

stack_over 
tzname 
tzstn 
tzdtn 
daylight 
t imezone 
exit 
atexi t 
_CLMOD 
clock 
srand 
^SRASD 
_exi t 
tzset 
getml 
getmem 
malloc 
f ileno 
getenv 
Y/N ? 
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earch and Print Symbol 



式 PS < シンボル > 




シンボルの 検索 表示 




< シンボル〉 で 指定した シンボル 名を シンボル テーブルから 検索して 見つかった 
場合、 その 値を 表示し ます。 

なお、 く シンボル > には シンボル 名の 先頭 何 文字 かを 指定し、 その 文字が 含まれ 
る シンボル 名を 検索で きます。 




-PS_m31 

$000 BA 340： _main 
S000BAB28 ： malloc 







第 4 章 コマンド 




Print Structured 



害 式 」 PT 



能 構造体の 表示 




ソースファイル 内の 構造体 （共用 体 含む） の 一覧を 表示し ます 
フォーマットは、 次のようになります。 
struct く 構造体の タグ 名〉 { 

く 先頭からの オフセット〉 ぐ 変数の 型〉 ぐ 変数 名〉 




PT® 






struct • 


f akeO 


{ 


0x0000 


int 


quot 


0x0004 

\ 


int 


rem 


/ 

struct • 


f ake 1 


{ 


0X0000 


int 


quot 


0x0004 


int 


rem 



struct _ 
0x0000 
0x0004 
0x0008 
0X000C 
0x0010 
0x0014 
0x0015 
0x0016 



iobuf 

char 

int 

char 

int 

int 

char 

char 

char 



一 ptr 
cnt 
_base 
.flag 
bsize 
:file 
■pback 
f name 









Print Addres 





P ? < アドレス > 




アドレス 式の 計算 




く アドレス > 式を 評価し、 値を 表示し ます。 

< アドレス > 式は、 16 進数 （そのまま〉、 10 進数 （¥ で 始まる）、 2 進数し で始 
まる）、 ラベル （ピリオドを 付ける）、 行 番号 （ピリオドを 付ける） などの 表現 
と、 いくつかの 演算子 (剰余)， & (論理 積)， | ( 論理和），！ （論 
理 否定)，、 排他的 論理和）） を 組み合わせる ことができます。 




-p?i 〇 0*2(a 
00000200 
-P?¥256<¥20 
00000200 
-p? .a6 + 80 
000CD52C 
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Quit 





SCD の 終了 




SCD を 終了 させ、 親 プロセスに 制御を 戻します 




A>scd -t xor^x 一 scd.x の 起# 力 

X68k Source Code Debugger v 1 • 0 0 Copyright 1990 SHARP/Hudson 

loading xor • x 

PC=000BA52E USP=O0O8C4DO SSP=000067F2 SR=0OO0 X：0 N：0 Z：0 V:0 C：0 

D 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 
A 0O0BA240 000BD138 0008CF64 000791 DO O00BA52E 00000000 00000000 O0O8C4D0 
—main : 

lea S00OBD138, A7 ； 0O0BD1 38 ( 00 ) 

A>B —親ブ 〇 セスが COMMAND . X のとき 



； 0O0BD138(OO) 








Read file 



害 


式 




機 






解 


説 



R < ファイル 名 >[，< アドレス >] 

ファイルを 説み 込む 

< ファイル 名〉 で 指定した ファイルを 、く アドレス〉 で 指定した アドレスから、 
メモリに 読み込みます。 

< アドレス〉 を 指定し ない 場合、 以下の ように 読み込む ファイルの 種類に より 勋 
作が 異なります。 



♦ X 形式 または R 形式の 実行可能 ファイル 

G コマンド 等で 実行で きる ように 変換して ユーザー プログラム 領域に ロードし 
ます。 

ユーザー プログラム 領域は P コマンドを 実行した 時の ” user program from 
$??????” という 表示で 知る ことができます。 

籲 Z 形式の 実行可能 ファイル 

ファイルの ヘッダに 格納され ている ロード アドレスが ユーザー プログラム 領域 

内で あれば、 ロード アドレスより ロードし ます 0 

この場合 そのまま G コマンド 等で 実行す る ことができます。 

ロード アドレスが ユーザー プログラム 領域 外で あれば、 ファイルの 内容を その 
まま ユーザー ブロ グラム 領域に ロードし ます。 

この場合、 G コマンド 等で 実行す る ことは できません。 

♦实 行で きない ファイル 

ファイルの 内容を そのまま ユーザー プログラム 領域に ロ一 ドし ます。 

もちろん、 G コマンド 等で 実行す る ことは できません。 

く アドレス〉 を 指定した 場合は、 指定した ファイルの 種類に 関係な く、 ファイル 
の 内容を そのまま 加工し ないで、 指定され た アドレスより ロードし ます。 
この場合、 R 形式の 実行可能 ファイルを ロードした 時の み G コマンド 等で 実行 
する ことができます。 

0 S や デバッガ 等が 使用して いる アドレスを 指定して はいけ ません。 
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式 s[< カウント >] 




ステップ 実行 




プログラム をく カウント > の 冋数分 ステップ 実行し ます。 

プログラム カウンタの 示す アドレスから 実行を 開始し ます。 

もし、 く カウント〉 の 回数に 到達す る 前に ブレーク ポイントに 出会ったり、 条件 
つき ブレーク ポイントの 条件が 満たされたり、 トレース ポイントで 指定され てい 
る メモリ 内容の 変化が 起きた 場合は、 そこで ステップ 操作を 中断し ます。 

ソース 表示 モードでの 1 ステップは、 実行可能な 1 行に 相当し ます 0 
アセンブリ 表示 モードでの 1 ステップは、 アセンブル 1 命令に 相当し ます。 

T コマンドと 速って、 JSR ( BSR ) 命令で 呼び出される サブルーチンは、 1 命令と 
して 実行し ます。 

ソース 表示 モードに おいての ステップは 、関数 呼び出し がその 場で 実行され るた 
め、 呼び出された 関数 内部を トレース する ことはありません 0 




000EF5F4 

000EF5FE 

000EF612 






Winclude <stdio.h> 
int xdot ； 



mainO 



xdot = 100 ； 

printf(”xdot(main) = %d¥n ”， xdot) 
sub ()； 



USP=00101EBE D1=FFFF0005 05=00000000 A1=000F0966 A5=000EF500 

SSP=000067F2 02=00000030 D6=00000000 A2=000EF65A A6=00101EBE 

05=00000000 D7=00000000 A3=0008B1D0 A7=00101EBE 

i - ル a lv : 0 :ム -• ~ ニ：- 」 ニン — 一一— •一— ニー. 」 こ ブ 

loading main.x 



_S4 



nng 
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until Return 



Jl SR 




関数からの 復帰 



脱 RTS , RTR , RTE 命令の いずれ かを 実行す るまで、 ステップ 実行を 続けます 
結果 的に、 現在の 関数 （サブルーチン） から 復锄 する ことになります。 







000EF5F4 

000EF5FE 

000EF612 






include <stdio.n> 
int xdot ； 



mainO 



■M 



xdo い 100; 

printf( H xdot(main) = xdot )； 

sub ()； 






OTT ， 迅^ 『爾— 擊 .， 






USP=00101EBE 

SSP=000067F2 



D1=FFFF 的 05 
02=00000030 
D5=00000000 






D5=00000000 A1=000F0966 A5=000EF500 
D6=00000000 A2=000EF65A A6=00101EBE 
D7=00000000 A5=0008B1D0 A7=00101EBE 




-T4 (2) 
-SR 3) 



58 






:< カウント >: 



解 脱 プログラム をく カウント >| ロ] 数 分 トレース 実行し ます 0 

く アドレス〉 を 指定した 場合には、 その アドレスから、 指定し ない 場合には、 プ 
ログ ラム カウンタの 示す アドレスから 実行を 開始し ます。 

もし、 く カウント〉 の M 数に 到達す る 前に ブレーク ポイントに 出会ったり、 条件- 
つ き ブレーク ポイントの 条件が 満たされたり、 トレース ポイントで 指定され てい 
る メモリ 内衮の 変化が 起きた 場合は、 そこで トレース 操作を 中断し ます。 

ソース 衣/丁く モードでの 1 卜 レースは、 文 行 可能な 1 行に ネ 11内 します。 

アセンブリ 表示 モードでの 1 トレースは、 アセンブル 1 命令に 相当し ます 0 
T コマンドでは、 JSR (BSR) 命令を 灾行 すると、 サブルーチンへ 分岐し、 サブ 
ルーチン 内部を さらに 卜 レースで 追い かける ことができます。 

ソース 表示 モードに おいての トレースでは、 関数 呼び出しが 起きた とき 呼び出さ 
れた丨 対数の ソースが# 在す るなら ば、 その 関数 内部を トレースで 追い かける こと 
がで きます。 







sub() 



疆 



extern mi xdol ； 

prinlfrxriol ( sub ) 細); 



PC=000EF652 D0=00000011 04=00000000 A0=000EF62C A4=000EF6A6 

USP=00101EB6 D1=FFFF0005 05=00000000 A1=000F0966 A5=000EF500 

SSP=000067F2 02=00000850 D6=00000000 A2=000EF62C A6=00101EB6 

D5=00000000 D7=00000000 A5=00B8B1D0 A7=00101EB6 

— : ふ:— 一 ^ 



loaaing 
-T4 ffl 



mam.x 
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et Tracepoint 

害 式 I T ? < C 評価 式〉 [ : < 長さ >] 

機 能 I トレース ポイントの 設定 

解 脱 1 メモリ 内容を 監視す る アドレスと 長さを 設定し ます。 

指定した アドレス 範囲の メモリ 内容が 変化した ときに、 プログラムの 実行を 停止 
させる ことができます。 

卜 レース、 または ステップ 実行時に 有効です。 

く C 評価 式 > は、 C 言語の 式の 記述と 同じ 形式で 記述し ます。 

もし、 < C 評価 式〉 のと ころに ある 式が 単純 変数だった 場合は、 その アドレスと 
サイズに 設定され ます。 

く 長さ > に は、 監視す る メモリの バイト 数が 指定で きます。 

<畏 さ〉 を 省略した 場合は、 省略 値 4 か、 もしくは サイズを 持つ 変数に よる 指定 
の 場合、 その 変数の サイズに 設定され ます。 

< C 評価 式 > について 詳しくは、 本 $ 「4. 2 C 言語の 式 表記」 を 参照して くださ 
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Untrac 





u [=< アドレス >] L < 力 クント >J 




能 表示な し トレース 




T コマンドと ほぼ 同じです が、 プログラムの 実行が 停止す るまで トレースの 
示は 行いません。 

すなわち、 T コマンド のように 1 ステップ 実行す るた びに トレース 表示す る 
という ことは できません。 











コンソールの yj り 行え 



コマンドの 入出力 装; &: を con と aux の 問で 切り替えます。 

aux に 切 り抒 える と、 デバッガに 対する 入出力は RS -232 C ポートを 介して 行わ 
れ るよう になります。 








r Write fil 



W < ファイル 名 >，< レンジ > 



能 ファイルの 喪 •き 込み 

脱 1 メモリの 内容を ファイルに 普 き 込みます。 

く レンジ〉 で 指定した メモリ ブロックの 内斿 を、 く ファイル 名〉 で 指定した ファ 

イ ルに 教き 込みます 0 




D BA4E4 L50GO 



000BA4E4 4320 6C69 6272 6172 
00OBA4F4 3830 3030 2058 43BA 
000BA504 2E30 3000 436F 7079 
O0OBA514 3837 2C38 382C 3839 
0O0BA524 502F 4875 6473 6F6E 
-W message , BA4E4 BA52B® 

- ! type messaged 
C library for X68O00 XC コン ハ •イラ 



7920 666F 7220 5836 
DDCA DFB2 D720 7632 
7269 6768 7420 3139 
2C39 3020 5348 4152 
0000 4FF9 O0OB D138 



C library for X6 

8000 XC コン ハ • イラ v2 

• 00 .Copyright 19 
87,88,89,90 SHAR 

P/Hudson. •0• •• 厶 8 



v2 . 00Copy right 1987,88 ,89, 90 SHARP/Hudson 



デバッガに 戻ります！ 何 か キーを 押してく ださい® 
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Set Watchpoint 



害 


式 




機 


能 




解 


脱 



W ? < C 評価 式 > 

ウォッチ ポイントの 条件 設定 

トレース、 または ステップ 実行時に 停止す る 条件付き ブレーク ポイントの 条件を 
設定し ます。 

条件 （評価 式） が 具 （0 以外の 値） になる と 停止し ます。 

く C 評価 式 > は、 C 言語の 式の 記述と 冏じ 形式で 記述し ます。 

この場合 のく C 評価 式 > は 、副作用の ある 演算子 (代入な ど） は 画面が 再 表示され 
るた びに 評価され るた め、 使用すべき ではありません。 

く C 評価 式 > について 詳しくは、 本 京 「4. 2 C 言語の 式 表記」 を 参照して 〈ださ 



例 



-W? c = = 0xlAHJ 
-X0 

PC=O0OBA344 USP=000CD51C SSP= 000067 F2 SR=001O X： 1 N：0 Z:0 V：0 C：0 

D 00OBA7AA 00000000 00000001 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 
A 0O0BAB22 000BA958 O00BA950 000791 DO 000BA52E O00BA250 000CD524 0O0CD51C 
w ) c==0x 1 A = 0 

clr • 1 $FFFC(A6) ； O0OCD520 ( FFFFFFFF ) 
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第 4 章 コマンド 




Display Register 



式 




レジスタ 内容の 表示 




レジスタと フラグの 内容を すべて 表示し ます 




-xa 

PC=0O0BA344 USP=00OCD51C SSP=OOO067F2 SR=OO10 X： 1 N：0 Z：0 V:0 C：0 

D 0O0BA7AA 00000000 00000001 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 
A 0O0BAB22 OO0BA958 0O0BA950 00079 1D0 00OBA52E O00BA250 000CD524 0O0CD51C 
w ) c = = 0xl A = 0 

t ) i ( 000CD5 1C ： 000 4 ) =00 00 00 01 



2) argv[0J;s = M G:¥xor.x 
clr.l $FFFC(A6) 



;0OOCD52O(FFFFFFFF) 









害 式 i x < レジスタ 名〉 



機 能 



解 説 



レジスタ 内界の 変史 

指定され た レジスタの 内容を 変史 します。 
指定" r 能な く レジスタ 名〉 は以 ドの 通りです 0 



DO 〜 D 7 データ レジスタ 

A 0 〜 A 7 アドレス レジスタ 

SSP スーパーバイザ スタックポインタ 

USP ユーザー スタックポインタ 

SR ステータス レジスタ 

CCR コンデ イシ ヨン コード レジスタ 

FC プログラム カウンタ 



レジスタの 内綷 を変史 するとき は、 コマンドと レジスタ 名を 入力して くださ L 
入力す ると、 レジスタ 名、 その视 在侦 、プロンプトが 表示され ますので、 新 I 
値を 入力し、 リターン キー 01 を 押してく ださい。 






害 式 1 Y/N 

機— 能 | ポーズ 

解 説 1 デバッガの コマンドを 一時 中断し ます 0 

継続す る 場合には Y を、 中止す る 場合には N を キー インして くださ し 
なお、 リターン キー 0] だけ 入力され ると 辦絞 します。 







-ZO BD13801 
- Z ® 

Z0 ： 000BD138 
Z1 ： 00000000 
Z2：00000000 
Z3 ： O0000O00 
Z4 ： 00000000 
Z5 ： 00000000 
Z6 ： OOO00000 
Z7 ： 00O0O000 
Z8 ： O0O00000 
Z9 ： 00000000 















z < システム 変数 番号 >=<式> 

システム 変数の 設定 
システム 変数の 値を 設定し ます 0 

< システム 変数 番号〉 は、 システム 変数の 番号で、 0 から 9 まで 指定で きます 0 
また、 システム 変数は、 •をつ けて コマンド ラインで 参照す る ことができます 0 



Variabl 








Evaluate expression 



? く c 評価 式 >[: く フォーマット〉： 



C Ft 語の 式 評価 




C 言語の 式を •评価 し、 評価 値を 衣 示します。 

< C 評価 式 > は、 C 言語の 式の 記述と 同じ 形式で 記述し ます。 

くフ ォー マット〉 は 、評価 侦を 表示す る:, 1 f 式を 次の いずれ かの 文字で 指定し ま 
す。 

評価 値が アドレス である 場合は、 16 進数で 表示され ます。 

代入 演苁丫 •を 利 HJ すると、 変数の 侦 を変史 する ことができます。 

变 数の スコープ （》 f 祝範 I 叫） は、％ 在 トレース 屮の プログラム カウンタに 依存し 
ます。 

指定した 変数が 呪 在の スコープから 兄えない ときは、 参照したり 変史 する ことは 
できません。 

< C , if •価 式>ゃ< フォーマット： M こついて 詳し 〈は、 本;^ 「4. 2 C 言語の 式 表 
記 j を 参照して ください A 




. i® 

) 

丨 i = 3 ffl 
t 

• i® 

丨 

argv[ 0] ; s® 
G : ¥xor • x” 

3. 1416*211 

• 2832 







第 4 章 コマンド 



[Output Redirect 

« 式 丨 〉 [< ファイル 名〉] 

>>[< ファイル 名〉] 

出力 リダイレクト 

コンソール 出力され た 本 コマンド 実行 後、 ファイル 名で 指定した ファイルに リダ 
イ レクトし ます。 

リダイレクトを 行って いると きも、 コンソールには 向 時に 表示され ます 0 
〉> コマンドは、 ファイル 名で 指定した ファイルが すでに 存在して いる 場合に、 
その ファイル に対して 追記 脔き 込みし ます。 

< ファイル 名〉 を 宵 略した 場合は、 视在 行って いる リダイレクトを 中止し ます 0 






-> out f i le . prn (S 



D BA4E4 L50 



00OBA4E4 

O00BA4F4 

0O0BA5O4 

0O0BA514 

0O0BA524 

->0 



4320 6C69 6272 6172 7920 666F 7220 5836 
3830 3030 2058 43BA DDCA DFB2 D720 7632 
2E30 3000 436F 7079 7269 6768 7420 3139 
3837 2C38 382C 3839 2C39 3020 5348 4152 
502F 4875 6473 6F6E 0000 4FF9 0O0B D138 



- ! type outi lie • prn GS 



O00BA4E4 

OO0BA4F4 

O00BA504 

OO0BA514 

O00BA524 



4320 6C69 6272 6172 7920 666F 7220 5836 
3830 3030 2058 43BA DDCA DFB2 D720 7632 
2E30 3000 436F 7079 7269 6768 7420 3139 
3837 2C38 382C 3839 2C39 3020 5348 4152 
502F 4875 6473 6F6E 0000 4FF9 0OOB D138 



C library for X6 

8000 XC コン ハ • イラ v2 

. 00 .Copyright 19 
87,88,89,90 SHAR 
P/Hudson ••0••• 厶 8 



C library for X6 

8000 XC コン ハ • イラ v2 

. 00 .Copyright 19 
87,88,89,90 SHAR 
P/Hudson. •0• •• ム 8 



デバッガに 戻ります！ 何 か キーを 押してく ださい® 
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from 

from 

end 

exec 

from 



->@ scd.log® 

-D BA4E4 L50ffl 
O00BA4E4 4320 
O00BA4F4 3830 
O0OBA504 2E30 
000BA514 3837 

OO0BA524 502F 
— P® 

debug program 
user program 



symbol table 



6272 6172 7920 
2058 43BA DDCA 
436F 7079 7269 
382C 3839 2039 
6473 6F6E 0000 

SO00796E0 

SO00BA34O 

S000BD138 

S000BA52E 

SO00B9220 



666F 7220 5836 
DFB2 0720 7632 
6768 7420 3139 
3020 5348 4152 
4FF9 00 0B D138 



C library for X6 

8000 XC コン ハ •イラ v2 

. 00 . Copyright 19 
87,88,89,90 SHAR 
P/Hudson. •0• •• 厶 8 



- ! type scd . log® 

D BA4E4 L50 
P 

デバッガに 戻ります！ 何 か キーを 押してく ださい® 



「Command Logging 



害 


式 




機 






解 


脱 



>@ [< フ アイ ル 名 〉] 



入力 コマンドを ファイルに 保存 



本 コマンド 実行 後、 コマンド 投入 スクリーンに 投入され る コマンドを、 <フ アイ 
ル 名〉 で 指定した ファイルに 出力す る ことを 指定し ます。 

く ファイル 名〉 を 省略した 場合は、 現在 行って いる コマンドの ファイル 保存を 中 
止します。 

なお、 コマンド 投入 スクリーン について 詳しくは、 本卉 「第 5 章 フル スク リー 
ン j を 参照して ください。 



例 



9 0 0 8 5 
6 3 0 3 7 
c o 0 C 8 
6 3 3 2 4 
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第 4 章 コマンド 



「input Redirect = 

< < ファイル 名〉 

入力 リダイレクト 

解 説] コマンドの 投入を、 ファイル 名で 指定され る ファイルから 行います 0 

ファイルが EOF (エンド オブ ファイル） に 達する まで 継続し ます 0 
> @ コマンドで 出力した ファイル 名を 指定す ると （コマンド スクリーンで キー ボ 
一 ドから 入力した 操作に 限り）、 SCD の 実行を 再视 させる ことになります。 
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OS Command 



害 式 丨 [< os コマンド〉] 



機 能 OS コマンドの 実行 



解 脱 」 OS ( Human 68 k ) の コマンドを 実行し ます。 

環境 変数 PATH を 検索して PATH に 登録され た ディレクトリを 検索し、 実行 
ファイルを 搜し 出して 実行し ます。 

もし、 検索に 失敗した 場合は、 コマンド プロセッサ （ COMMAND . X ) を 呼び出 
して コマンド プロセッサに 実行させます。 

SCD が 起 勋 時に 確保した メモリ 上で 実行し ますので、 実行す る コマンドには メ 
モリ？ 的な 制限を 受けます。 

また、 実行した コマンドが デバッグ 対象 プログラム やその 環 境に 対して 影響を 与 
える 可能性 も 考えられ るので、 注意し なくて はなり ません。 

< OS コマンド > を 省略した 場合は、 COMMAND . X が 起動し ます。 
COMMAND . X から SCD に 戻る ときは、 EXIT コマンドを 使用して ください。 
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第 4 章 コマンド 



コマンド 一覧表 



コマンド 名 


機 能 


A [ address ] 


アセンブル 


AN [ address ] 


アセンブル (ニー モニック 表示な し） 


B 


ブレーク ポイントの 表示 


B [ bp ] address [ count ] 


ブレーク ポイントの 設定 


BC bp 


ブレーク ポイントの 削除 


BD bp 


ブレーク ポイントの 無効 化 


BE bp 


ブレーク ポイントの 有効 化 


BR 


ブレーク カウントの 初期化 


C string 


コマンド ラインの 設定 


D [ size ] [ range ] 


メモリ 内容の ダンプ 


E ? Cexp [; format ] 


C 評価 式の 設定 


EE num 


C 評価 式の 削除 


F [ size ] range data 


フイ ル メモリ 


G [ = address ] [ adress ] 


デバッグ 中の プログラムの 実行 


H 


オンライン ヘルプ メッセージ 


HC 


トレース 賸歴の 消去 


HI [- count ] 


トレース 魄歴の 表示 


I [• . filename ] 


ソース 表示 モードへの 切り替え 


i ? 


ソー スフ アイ ルの 一 K 


L [ range ] 


リスト 表示 （ソース/アセンブリ） 


ME [ size ] [ address ] [ data ] 


メモリ 内容の 編集 


MEN [ size ] [ address ] 


メモリ 内容の 編集 （表示な し） 


MM range address 


メモリ 内容の 移動 


MS [ size ] range data 


メモリ 内容の 検索 


0 


アセンブリ 表示 モードへの 切り 
替ぇ 


p 


システム ステータスの 表示 


PF 


関数 リストの 表示 


PG 


グローバル 変数 リストの 表示 
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4.4 コマンド 一覧表 



コマンド 名 


機 有 巨 


PL 


ローカル 変数 リス 卜の 表示 


PS 


シンボル テーブルの 表示 


PS symbol 


シンボルの 検索 表示 


PT 


構造体の 表示 


P ? address 


アドレス 式の 計算 


Q 


SCD の 終了 


R filename [. address ] 


ファイルの 読み込み 


S [ count ] 


ステップ 実行 


SR 


関数からの 復帰 


T [ = address ] [ count ] 


トレース 実行 


T ? Cexp [; length ] 


トレース ポイントの 設定 


U [ = address ] [ count ] 


表示な し 卜 レース 


V 


コンソールの 切り替え （ RS -232 C ) 


W filename , range 


ファイルの 杏き 込み 


w ? Cexp 


ウ才ッ チ ポイントの 条件 設定 


X 


レジスタ 内容の 表示 


X reg 


レジスタ 内容の 変更 


Y/N 


ポーズ 


Z 


システム 変数の 表示 


Z num = exp 


システム 変数の 設定 


? Cexp [; format ] 


C 言語の 式 評価 


> [ filename ] 


出力 リダイレクト 


> > [ filename ] 


出力 リダイレクト （アペンド） 


> @ [ filename ] 


入力 コマンドを ファイルに 保存 


< filename 


入力 リダイレクト 


![ os — command ] 

- 


0 S コマンドの 実行 
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第 5 章 フル スクリーン 




SCD の フル スクリーンモードは、 マウス スクリーン 全面を 使用して、 マウ 
スや カーソル による 视觉 的な 操作を 行う モードです 0 

全 画面は 横 方向に 4 分割され ます。 

• 1 蒗 上の 行には、 プルダウン メニュー バーが 表示され ています。 

鲁 2 游 n の (由 •丨丨 fri は、 c s 語の テキストを 衣ポ したり、 逆 アセンブル リストを 
表示す る リスト スクリーンです。 

• 3 祗 n の 丨市丨 向 •は、 ュ—ザ 一 レジスタ や 変数 内你を 表示す る レジス タスク リ 
ーン です。 

• 4 蒗 P の 1 山 •丨丨 fri は、 コマンド 投入 スクリーンです。 

(これは コンソールからの 报 作に Ai も 近い インタ— フェースに なつて います） 

通 衆、 カーソルは リスト スクリーン か コマンド 投入 スクリーンの どちら かに 
存在し ます。 

もし、 コマンド 投入 スクリーンに カーソルが# 在 するとき は、 SCD はこれ 
までの DB と | iij 様に、 コマンドを キーボードから 入力して、 リターン キーを 
押す 方法で コマンドを 実行す る ことができます。 

〔 HOME ] キーを 押す ことによって、 カーソルの 場所を 切り 锊 える ことが 
できます （リスト スクリーン/コマンド 投入 スクリーン ）〇 

コマンドを 実行す るより 视党 的な 方法は、 プルダウン メニューを マウスで ク 
リックす る ことです。 

SCD は マウスな しで も报 作で きる ように、 フアン クシ ヨン キーから も プル 
ダウン メニューを 選択で きます 0 

[ F 1] から [ F 8] までが、 プルダウン メニューに そのまま 対応して います。 
[ F 9] キーは マウス 左 ボタンに、 [ F 10] キーは 右 ボタンに それぞれ 対応し 
ています。 
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^0 プルダウン 



プルダウン メニューの 使い方 



フル スクリーンの いちばん h の 行に ある プルダウン メニュー バーを、 マウス 
で クリック すると メニューが あらわれます。 

マウスを ドに 移勋 すると、 マウス カーソルの 位 茜の メニューが; 义虹 衣ボ され 
ます。 

逸 沢したい メニューへ マウスを 柊 fjj させた のち、 マウス ボタンを 離す とその 
メニューが 実行され ます。 

火 行 させた 〈ない ときは、 さらに マウスを 移勋 させて メニューの 外で マウス 
ボタンを 離して 〈ださい。 

: Trace ] および [ Step 1 の プルダウン だけは 例外で、 クリックした とたん 
に 実行され ます。 

も ラ ひとつの 選択" 法は、 ファンクションキーを 使⑴ する ことです。 

8 つの プルダウン メニューは、 それぞれ ファンクションキー [ pi ] から 
[ F 8] に そのまま 衬応 しています ので、 引き出したい メニューに 対応した 
ファン クシ ョン キーを 押す ことに よっても、 プルダウンを 選択す る ことが 可 
能です。 

プルダウン メニューが 開いたら、 カーソル 上下 キーで メニューを 選択して く 
ださぃ 0 

実行 させたい メニューが 反奉ム したと ころで リターン キーを 押せば、 その メニ 
ューを 灾 行させる ことができます。 

もし 実行 させたくない 場合は、 [ ESC ] キーで 中止して ください。 

カーソル 左右 キーに よって、 隣の プルダウン メニューに 移る こと もで きま 
す。 

、下 race 」 および [ Step ] の プルダウン だけは 例外で、 [ F 6] あるいは 
[ F 7] キーを 押した とたんに 灾 行され ます。 

メニュー バーの いちばん 左に ある A ▽マークを マウスで 左 クリック すると、 
リスト スクリーンを 上 ドに スクロールさせる ことができます。 

ィ1 •クリックした 場 介は、 1 行ず つ スクロールさせる ことができます。 

各 コマンド について 詳し 〈は、 本章 「5.7 プルダウン メニューの コマンド」 
を 参照して ください。 
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第 5 章 フル スクリーン 



5.2 プルダウン 



プルダウン メニュ — 覧 



= AV^File^ [Find: [Watch, Exec] こ Show 」 [Trace! [Step. Option , 

ファイルの, 丨 ，たみ 込み 
OS コマンドの 火け 

SCD の 終 r 



Load 

Shell 

Kxit 



Search 
1 Forward 
Back 
[Symbol 



評価 式の 設定 
評価 式の 解除 

ウォッチ ポイントの 設定 （怜 丨丨 •. 糸 fT) 
トレース ポイントの 設定 （監视 設定 ) 



Set 
Erase 
Watch Ft 
I TracePt 



文字列 検索 

後方 検索 
シンボル 検索 



Run 


•m 


Slow 


低速 次: 行 


Restart 


再 実行 


Clear 


ブレーク ポイントの 削除 


Return 


明 数からの 处 W 



Assembly 

Register 

Screen 

Stack 

Calls 



アセンブリ 衣 / jV ソース 衣 ボ 
レジスタ 衣 示の フ リップ 
ュ 一 ザ 一 画而表 ホ 
スタック 内界 衣ボ 
間数 呼び出し 魄歴 表ポ 



アセンブリ/ミックス モード 
シンボル 表示 フ リップ 
コ 一 ト 衣/パフ リッブ 
漢字 モード 表示 フ リップ 
環境 設定 モード 選択 フ リップ 



Mix 

Symbols 

Code 

Kanji 

Custom 
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■マ ゥス 操作 



マウスを 併 m する ことによって、 より 祝 党 的 かつ スピーディ一 な 操作を 行う 
ことができます。 




リスト スクリーンに 表示され た c ソース テキスト、 あるいは 逆 アセンブル 
リストは、 _而 左上に 表示され ている A ▽マークの クリックに よって、 表示 
を スクロールさせる ことができます。 

II 的の 位 芯を 衣ボ させた ところで、 リスト スクリーンの 任总の 実行 吋 能な 行 
を 左 クリック すると、 その アドレスに ブレーク ポイントを 設定す る ことが で 
きます。 

ブレーク ポイント 設定され た 行には、 ブレーク ポイントの マークの 表示が 付 
いて、 アンダーライン 表示され るよう になります。 

M じように、 リスト スクリーンの 任意の 実行可能な 行を 右 クリック すると、 
その アドレスまで プログラムの 実行を 進める ことができます。 

( G < アドレス > コマンドと 间様） 



ダ >7 —ン サイズの 変更 



レシ スタ スクリーンの タイトル バー、 コマンド 投入 行の タイトル バー、 コマ 
ンド 投入 行の Ai ド 行の ひとつ 下の 行を 左 クリックして、 マウス ボタンを 離さ 
ずに、 マウスを 上下に 移勋 させる と、 各 スクリーンの 表示 行数を 変史 する こ 
とがで きます。 

ただし、 それぞれの スクリーンには 、扱少 限 必要な 行数が あって、 それより 
も 小さく する ことは できない ようになって います。 
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第 5 章 フル スクリーン 



エスケープ キー 



[ ESC ] キーと、 それに 絞く 1 文字の 入力に よって 行う 動作が いくつか 定 
箱され ています。 

これらは、 テキスト エディタの キー 操作に 比較的 近い ものです。 

[ ESC ] • [ A ] : [ HOME ] キーと | Hl じく、 文字 カーソルの 位; S を 切り 抒 

えます。 

(リスト スクリーン/コマンド 投入 スクリーン） 

[ ESC ] • [ Q ] : Q コマンドと 同じく、 SCD を 終了し ます。 

[ ESC ] • [ S ] ： [ CLR ] キーと 同じく、 アセンブリ 表示 モード/ソース 

表示 モードの 切り替えを 行います。 

[ ESC ] • [ W ] : 各 スクリーンの サイズを 変史 します 0 

変 ui される スクリーンの タイト ルバ— が反蚣 表示され ま 
すので、 カーソル 上下 キーに よって タイトル バーを 移觔 
させ、 リターン キーで 確定させます。 

移勋 させる タイトル バーを 切 り 待え るには、 
[ SPACE ] キーを 押します。 

その他の 垛合 、一般的に [ ESC ] キーは、 選択 処理 や 入力 処理を 中断 させ 
る 場合に 使用し ます。 
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文卞 カーソルは 、リスト スクリーン か コマンド 投入 スクリーンの どちら かに 

存在し ます。 

SCU 起! fi カ丨 fr ■後は、 コマンド 投入 スクリーン 上に あって、 SCD の コマンドを 
受け付けられる 状態に あります。 



コマンド 投 人スク リ-ン 上の カ-ソル 



カーソル A : イ I •キーは、 入力した コマンドを 編 炎 •する 場合に 使 ⑴ します。 
これは、 テキスト エディタで 文字を 修丨丨 する 場合と 向 じ 操作です。 

カーソル 丨. •キーは、 コマンド 投入 スクリーンを 遡って 参照したい ときに 使 
します。 

逆] って 参照して いると きには、 カー ソノ レ 上 ド キーで スクロールさせる ことが 
できます。 

参照を 中止 するとき は、 カーソル 上 ド 以外の キーを 押します。 



Ihigg リ スト スク リー ン I の カーソル 



カーソル キーで c ソース テキス 卜、 あるいは 逆 アセンブル リス 卜を 参照で 
き、 マウス カーソルの かわりに、 才 ブジェク 卜の アドレスを 指定す る 役 別を 
沿た します。 

これによ って、 マウスを 使⑴ しない 垛合 でも、 リストを 兄ながら カーソル 位 
闪に ブレーク ポイントを; g いたり （ [ F 9] キー）、 カーソル 位說の 命令 ま 
で プログラムを 次: 行 させたり （ [ F 10] キー〉 する ことが 可能になります。 
なお、 各 ファン クシ ヨン キーの 機能は、 この カーソルの 位遛 （コマンド 投入 
スクリーン か リスト スクリーン） によって |カ 作が 興なります。 

詳しくは、 苍未 「忖鉍 キー 操作 ー览 」 を 参照して ください。 
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第 5 章 フル スクリーン 



コンソール 



コンソールから コマンドを 投入す るた めには、 力一 ソルは、 コマンド 投人ス 
クリーン になくて はいけ ません。 

も し、 リスト スクリーン にある 場合は、： home : キーで 力一 ゾ ルを 移! f 力 さ 
せて ください。 

コマンド 投入 スクリーンでは、 コンソール モードと 丨 , 丨丨 じように、 コマンドを 
入力で きます。 

コマンドの 次 行 結 米の いくつかは、 この スクリーンに 衣 示されます。 

衣 示が スクロールして I 丨丨丨 ufti からはみ 出て しまった 塲合 は、 カーソル 丨 ••キ —で 
遡って 参照す る こと もで きます。 

スクロール バッファには 、敁 近の 128 行 分までの 衣 > j ; •が •记 位されて います。 
それより 以前の 表示は、 古い 順に バッファから 削除され ていきます 0 

以前に 入力され た コマンドを 呼び W すには 、： ROLL DOWN ] キーを 使い 
ます。 

以前に 入力され た コマンドは、 スクロール バッファに 残って いれば、 呼び戻 
す ことができます。 
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Load ファイルの 説み 込み 

Shell OS コマンドの 実行 

Exit SCD の終广 



Load _ [ファイルの 読み込み 

入力 ウインドウに ファイル 名を 入力して ください。 

拡张 子が .X .R .Z •0 .BIN . SYS であれば、 バイナリー ファイル として 読み込み 
ます。 

さらに 実行可能 であれば 、ファイル 名の 後ろに パラメータを 指定す る こと もで 
きます。 

拡張 子が それ 以外で あれば、 ソースファイル として 読み込まれます。 

ソー スフ アイ ルと して 読み込まれ ると、 リスト スクリーンに 表示され ます。 
ソースファイルと しての 参照は、 一時的な ものです。 

プログラムを 実行した りして、 リス 卜 スクリーンに 他の 表示が 行われる と 消去 
されます。 



Shell _ | OS コマンドの 灾行 

す It 定 した 0 S の コマンドを 実行し ます。 

入力 ウインドウに 0 S コマンドを 入力し 〈ださい。 

何も 入力し ないで リターン キーを 押す と、 コマンド プロセッサ （通常は com - 
mand . X ) が 起動し ます。 

SCD に很邮 するとき は、 EXIT コマンドで 抜け出します。 



Exit 」 SCD の 終了 

SCD を 終了して OS に 戻ります。 
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第 5 章 フル スクリーン 



Find 



Search 文字列 検本 

Forward 前方 検案 

Back 後方 検案 

Symbol シンボル 検本 



Search 文字列 検素 

ソースファイル 中の 文字列を 検索し ます 0 
入力 ウィンドウに 検索したい 文字列を 入力して ください。 

视 在の 力一 ソルの 位蒗 から、 指定され た 文字列を 検索し、 はじめに 兄つ かつた 
文字列の 先頭に カーソルを 移 I 力し ます 0 

もし、 発 兄で きなかった 場合は、 カーソルは 稅在位 策の ままになります 0 



Forward 丨 丨丨丨 方 検杂 

[Search] で 指定した 文字列を、 もう 一度 検索し ます。 

[Search] との 違いは、 文字列の 入力が 不要で ある ことです。 

[Forward] 機能は、 キーボードからは [CTRL] + 门 （アツ パー アロー〉 
キーで 実行で きます。 



Back 後方 検紫 

[ Search ] で 指定した 文字列を、 视 在の カーソル 位蒗 から 遡って 検索し ます。 
[ Back ] 機能は、 キーボードからは [ CTRL ] + [¥]( 通货 記号） キーで 実 
行で きます。 



Symbol シンボル 検 素 

アセンブラ レベルで グローバル シンボルを 検索し ます 0 



解 脱 [ Search ]、 [ Forward ]、 [ Back ] では、 ソースファイル 中の 文字列を 検索し 

ます。 

したがって、 検索 後は ソースを 表示し、 カーソルは リスト スクリーンに 移勋 し、 
兄つ かった ソースファイルの 位 [£ を 指します 0 
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Watch 



Set ,;f 価 A の ,3： 定 

Erase ,げ価 式の 解除 

watchPt ウォッチ ポイントの, 没定 （怜丨 1.. 条 rr > 

TracePt トレース ポイントの 丨 没 定 （訖 祝 設定） 

Set I 評価 式の 設定 

レジスタ ウィンドウに 衣 示す る 評価 式を 設定し ます。 

入力 ウィンドウに •& 定 したい 評価 式を 入力して 〈ださい。 

設定で きる 評価 式は、 1>~9> の 9 個までで す。 

設定され た 式は、 ユーザー プログラムから SCD 制御が 移る たびに 冉評 価され、 
表示され ます。 

[ E 「 ase 」， ;fftHiAC0^m 

こ Set ]、 [ WatchPt ]、 [ TracePt : で •没定 された， HHilliA を 削除し ます。 

レジスタ スクリーンの 評価 式には、 1> 〜 9) までの 浓り •がつ いています ので、 削 
除したい 潘 V 少を 入力して ください。 

また、 W ? (ウ才 ツチ ポイント） コマンド、 および T ? (トレース ポイント） コマ 

ン ドで •没 定 された 式を 削除で きます。 

その 垛介 は、 潘‘づ •のか わりに W 、 または T を 入力して 〈ださい。 

WatchPlT] ウォッチ ポイント •没定 （停止 条 f|.) 

灸 H ••付き ブレーク ポイント となる 条件 式を 設定し ます。 

彔 fl - A が 戊 ⑴ 以外の fift ) になる と、 プログラムの トレースを 侉 止します。 

G コマンド など、 ユーザー プログラムに 次: 行 権を i 度して しまう 場合は、 この 条 
件 式の 評価が できない ので、 停止させる ことは できません。 

T ， U ， S などの コマンドでは、 1 卜 レース ごとに 來件 式を 評価し、 停止させる こ 
とがで きます。 

TracePt j トレース ポイント 設定 （監祝 丨没 定〉 

ウ才 ッチ ポイントと 兇な り、 メモリ 内界が 変化した ときに、 プログラムの 戈 汀 
を 停止させる メモリ アドレス 範间を 指定し ます。 

アドレス 指定は、 C ?? 語の A で 指： di します が、 もし、 変数を そのまま 指定した 
坳介 は、 その 変数の アドレスを 指定した ことになります。 

その 垛介 は、 監祝 する メモリの バイト 数は、 変数の 山め る サイズと 冏 じです。 
アドレスを 定数で 指定した 堝 合、 監视 する メモリの バイト 数は 4 になります。 
バイト 数を 丨リし j ; •的に 指定したい 場合は、 式の 後ろに セミコロン （；） と、 サイズ 
を 10 進数で 指定し ます。 

監视 できる メモリの iii •人の 及 さは、 4,096 バイトまで です。 



88 








第 5 章 フル スクリーン 



Exec 



Run 


実行 


Slow 


低速 実行 


Restart 


再 実行 


Clear 


ブレーク ポイントの 削除 


Return 


関数からの 復帰 



Run | 実行 

デバッグ 対象 プログラムに 実行権を 渡します。 

あらかじめ 設定して ある ブレーク ポイントに 出会う か、 プロセスが 終了す る ま 
で 実行を 統 けます。 



Slow 低速 灾行 

ユーザー プログラムを 1 ステップ ずつ 低速で 実行し ます 0 
1 ステップ 実行す る ごとに、 スクリーンを SCD 側に 切り替えます 0 



Restart 再 実行 

ユーザー プログラムを 與 ロードし ます 0 
ブレーク ポイント などの 設定は、 失われません。 

プロセスが 終了して しまった ときは、 [Restart] によって SCD を 抜ける ことな 
く、 冉び デバッグ できる 状態になります。 



Clear | ブレーク ポイントの 削除 

設定され ている ブレーク ポイントを すべて 削除し ます。 



Return 閲 数からの 復邮 

RTS, RTR, RTE 命令の いずれ かを 実行す るまで、 ステップ 実行を 統 けます。 
結果 的に、 現在の 聞 数 （サブルーチン） から 復帰す る ことになります。 
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Show 



Assembly アセンブリ 衣 示/ソース 表示 
Register レジスタ 衣ボ のフ リップ 

Screen ユー サー 丨叫丨 fii 衣 示 

Stack スタック 内容 表 ボ 

Calls 関数呼出し 魄胱 表示 

厂 Assembly I アセンブリ 表示/ソース 表示 

アセンブリ 表示/ソース 衣 示の モードを 切 り 替えます。 



Register レジスタ 表が: のフ リップ 

レジスタ 表示す る/しないを 切 り抒 えます。 



Screen ユーザー I 由 I ifri 衣 小 • 

ユーザー _而 を 表示し ます。 

ユーザー _而 は、 OS の榡鵰 出力が 表示され ている スクリーンです。 

SCD _ ifii になって いると きは、 マウス 面が 不透明に なって いるた め、 兄る こと 
がで きません。 

SCD 丨由 1 丨 fti に 炭す 場合は、 どれ か キーを 押す か、 マウス ボタンを クリック します。 
なお、 SCD 丨由 1 丨 fri の一 潘下 には、 ユーザー _ 丨衍を 表示す る バーが あるので、 そこ 
で マウスを クリック すると、 ユーザー _而 の 下の 方 だけを 常に 表示す る こと も 
できます。 



Stack 」 スタック 内容 表示 

ソース 表示 モードでは、 スタック フレーム （フレーム ポインタ = A 6> の 内容を 
変数 名と 値で 表示し ます。 

アセンブリ 衣 示 モードでは、 スタックポインタ、 あるいは フレーム ポインタの 
指して いる メモリ 領域を 16 進数で ダンプ 表示し ます。 

表示 範 M の 移動は、 スタック ダンプの ウィンドウ 左上の A ▽マークを クリック 
する か、 カーソル 上 ド キーで 可能です。 

[ A 7] を クリックす るか、 カーソル 左を 押す と スタックポインタ 領域を、 [ A 6] 
を クリックす るか、 カーソル 右を 押す と フレーム ポインタ 領域を それぞれ 選択 
できます。 



Calls 関数呼出し 脱歴 表示 

main 関数が 呼び出されてから 現在の 関数までの 関数 呼び出しの 脱歴 を、 関数 名 
と灾 引き数 侦 リストで 表示し ます。 

I 対数表 示されて いる 時に 関数 名を クリックす るか、 力一 ソルで 反 表示の 関数 
を 選択して リターンを 押す と、 その 関数 レベルの 祝 在位 說 を ソース 表示し ます。 
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第 5 章 フル スクリーン 



Trace 



解脱 I トレース 実行を 1 N だけ 行います 0 

ソース 表示 モードでは、 実行可能な 行を 1 行 だけ 実行し ます。 

また、 ソースの# 在す る 関数に ついては、 その 関数の 内部まで トレース します。 

アセンブリ 表示 モードでは、 機械語を 1 命令 だけ 実行し ます 0 

また、 JSR 命令 や BSR 命令で 分岐す る サブルーチンの 内部まで トレース しま 

す。 




解脱」 ステップ 実行を 11"| だけ 行います 0 

ソース 表示 モードでは 、実行可能な 行を 1 行 だけ 実行し ます 0 

また、 ソースの 存在す る 関数で も、 その 関数の 内部まで トレース しません 0 

アセンブリ 衣 示 モードでは、 機械語を 1 命令 だけ 実行し ます。 

また、 JSR 命令 や BSR 命令を 1 命令と して 実行し、 サブルーチンの 内部まで 卜 
レースし ません。 
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Option 



Mix アセンブリ/ミックス モード 

Symbols シンボル 表示 フ リップ 

Code コード 表示 フ リップ 

Kanji 漢字 モード 表示 フ リップ 

Custom 環境 設定 モード 選択 フ リップ 



Mix | アセンブリ/ミックス モード 

アセンブリ 表示 モードに おける ソース 混在 表示を する かしない かを 選択し ます。 
Mix の 前に チェック 印が 付いている ときは、 混在 モードです。 

混在 モードでは、 当該 命令 語 アドレスに 対応す る ソース 行が もし 存在 すれば、 
それを アセンブル リスト 中に 神 入した 形で 表示し ます。 



Symbols シンボル 表示 フ リップ 

アセンブリ 表示 モードに おいて、 グローバル シンボル 名を 表示す るかし ないか 
を 選択し ます。 

Symbols の 前に チェック 印が 付いている ときは、 シンボル 表示 モードです。 
シンボル 表示を しない 場合は、 命令 オペランドは すべて 16 進 表示に なり、 表示 
中に グローバル ラベルは 付加され ません。 



_ Code 」 コード 表示 フ リップ 

アセンブリ 表示 モードに おいて、 命令 コードを 16 進数 表示す るかし ないかを 選 
択 します。 

Code の 前に チェック 印が 付いている ときは、 コード 表示 モードです。 

上記 オプション 選択は、 アセンブリ 表示 モードの 表示 形式を 選択す る スイッチ になって います。 



Kanji _ | 漢字 モード 表示 フ リップ 

漢字 表示 モードと 英字 表示 モードを 選択す る スイッチです。 



Custom 」 環境 設定 モード 選択 フ リップ 

環境 設定 モードに 切り替える スイッチです。 

選択され ると、 環境 設定 モード ウィンドウが あらわれます。 
詳しくは、 次 ページで 紹介し ます。 
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第 5 章 フル スクリーン 





Save 51 境 ファイル （ SCD . CNF ) に 55 境 情報を 保存 

Load ® 境 ファイル （ SCD . CNF ) から 環境 情報を 読み込み 

Default 说境悄 報の 初期化 

Set 環境 悄 報の 設定 

Cancel 環境 設定 モードの 中止 



PEN COLOR 」 文字 色の 選択 

△ ▽マークを マウスで クリック すると、 数値が 変わります。 

数字の 部分を マウスで クリック すると、 キー入力で 設定で きます。 



数値は 0 -F (16 進数） です。 

BACK C0 し OR I 背景 色の 選択 

△ ▽マークを マウスで クリック すると、 数値が 変わります。 

数字の 部分を マウスで クリック すると、 キー入力で 設定で きます。 



数値は 0 -F (16 進数） です。 

PATH | パス 名の 設定 

. ソースファイル （•〇 を 探す ディレクトリを 指定し ます 0 

' [] 内を マウスで クリックし、 キー入力で 設定し ます。 

この PATH は、 環境 ファイル （ SCD . CNF ) には 保存され ません。 
MEMORY I 予約 メモリの 設定 （ OS コマンド 実行時に 使用） 

△ ▽マークを マウスで クリック すると、 数値が 変わります。 

数字の 部分を マウスで クリック すると、 キー入力で 設定で きます。 



数値は 0( KB ト 2000 ( KB ) (10 進数) です。 



この モードの 最中に マウスの 右を クリック すると、 この モードは 終了し ま 
す 0 
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SCD の 実際の 使用例 
サンプル プログラムの 説明 
ソース プログラムの 作成 
ソース プログラムの コンパイル 
プログラムの 実行 

SCD の 起動と プログラムの デバッグ 
ソース プログラムの 修正 •再 コンパイル •再 実行 



本 商では、 C 言語で 記述され、 XC コンパイラで コンパイル された プロ ダラ 
ムを SCD で デバッグ する 場合の 甚本 的な 手順、 および ソース プログラムの 
作成 & コンパイル、 プログラムの 実行な どに ついて 詳述し ます。 




SCD の 実際の 使用例 



これまで デバッガ として 利用され てきた db は、 シンボル 情報を 参照で きま 
したが、 プログラムを アセンブリ 言語の レベルで しか デバ ッグで きませんで 
した。 

それに 対して SCD は、 C 言語で 記述され た ソース プログラムを 参照し なが 
ら 、プログラムを デバッグ できます 0 

つまり、 C の ソース プログラムの 1 行 ごとに ステップ 実行したり、 あるいは 
C の 変数を 参照し、 その 値が あらかじめ 設定した 条件を 満たした 時に 実行を 
中断す る、 といった デバッグ 方法が 可能な のです。 

もちろん、 DB のように アセンブリ 言語の レベルの デバッグ も 可能です。 

C 言語で 記述され、 XC コンパイラで コンパイル された プログラムを SCD 
で デバッグ する 場合、 その 基本的な 手順は 次 ページの ようになります。 






xor . x 作成 



ED . X または、 その他の エディ 



xor c 作成 



END 



プログラム 実 fr 



ソースファイル 作成 



START 



SCD の 実際の 使用例 













6.1 SCD の 実際の 使用例 



左 M のように C 言語で 妃述 された プログラムを デバッグ 
する 場合、 以 ドに 示す ツール や ドライバが 必要です。 

⑴ テキスト エディタ （ ED . X , etc . ) 

(2) C コンパイラ 本体 （ CC . X , 仍 し バージョン 2.00 以上） 
⑶ リンカ （ LK . X ， fH し バージョン 2.00 以上） 

⑷ ソースコード デバッガ （ SCD . X > 

(5) 浮 $ ル J 、 数 点演笕 ドライバ （FLOAT 2. X， FLOAT 3. 
X ) 

このうち (5) は、 コンパイル する 丨 W に メモリ 上に 常駐 させて 
おかなければ なりません。 

(1) 〜⑷の ツールは、 カレント ドライブ •カレント デイ レク 
トリに 丨对 わらず、 実行で きなければ なりません。 
そのためには、 コマンド 検索 パス （ PATH ) を 正しく 没 
定 する 必要が あります。 

この 帝では、 A ドライブが 起勋 ディスクと ランタイム デ 
ィス ク、 B ドライブが プログラム 格納 ディスク として 使用 
される ものと し、 さらに 起 $ 力 ディスク、 および ランタイム 
ディスクの 憐 成は、 椹 本 的には イ丨 •の 通りで ある ものと 仮定 
します。 

この 垛介 、コマンド 検索 パスは、 ム i 低 以下の パス 名を 含ん 
で 設定され るべき です。 

path = A ： ¥ ； A ： ¥BIN ； A ： ¥CC ； 

この 他に も、 設定すべき S 3 境 変数な どが あります が、 それ 
は 後述し ます。 

この 京では、 SCD による プログラムの デバッグ 方法を、 
例を 肀げ ながら 解説して いきます。 



起! f 力 ディスク 
¥ 

ド IUMAN. SYS 
—CONFIG. SYS 

像 

r AUTOEXEC BAT 
「 COMMAND. X 
—SYS 

卜 FLOAT2. X 

參 • 

• • 

— BIN 

[-SCD. X 
-SCD. CNF 
—SCD. HLP 
— ED. X 
— ED. HLP 



ランタイム ディスク 
¥ 

— CC 

卜 CC X 

—INCLUDE 

卜 ASSERT . H 

♦ # 

• # 

• « 

— LIB 

ド LIB . L 



— BIN 

[- LK . X 
— MAKE . X 
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if (--argc > MAXKEY) { 

f print f ( stderr , ’xor: too many keys¥n #f ) ； 
exi t ( 1 ) ; 

} 

++argv ; 

( void)setraode( f ileno(stdin) f 0_BINARY ) ; 
for ( i = 0 ; i < argc ； i++> ( 

if <(keylen[i 】 = strlen ( argv 【 i 】 " == 0 ) 
keylenl i ] = 1 ; 
keyof f [ i 】 = 0 ; 

} 

while ( ( c = getchar ( ) ) ! = EOF ) { 
for ( i = 0 ； i < argc ； i++) { 
c "= argv[ i ] [keyof f[ i ] ] ； 

keyoff[i) = (keyoff[i] ♦ 1 ) % keylen[i); 

} 

putchar(c ) ； 

} 

exit ( 0 ) ; 




main ( int argc f char 拿 拿 argv> 



♦define MAXKEY 64 

static int key len [ MAXKEY ] ; 
static int keyof f 【 MAXKEY 】 ； 



3 include 
# include 
# include 
耸 include 



<stdlibth> 
<stdio . h> 

< fcnt 1 . h> 

< io • h> 




ストを 使用して 解説して います。 



サンプル プログラムの 説明 n 



1234567890123456789012345678901234 5 678 

11 111111112222222222333333333 








この プログラムは、 標带 入力から 入力され る 文字と、 コマンド ラインより 引 
き i 度され る パラメータとの 排他的 論理和 （ XOR ) をと り、 その 結果を 標咿 
出力に 出力す る、 という 泐 きをし ます。 

以 ドは、 この プログラムの 各行に おける 解説です。 

5 〜 8 行： 必要な ヘッダ ファイルを インクルード します。 

10 行： パラメータの 敁 大数を マクロ 定義し ます。 

12, 13 行： それぞれ、 パラメータの 文字列の 長さと、 その 中で 参照し 

ている 文字への オフセットの 値を 格納す るた めの 領域を 確 
保し ます。 

19 〜 22 行： パラメータの 数が MAXKEY で 定義され た W 大数を 越え 

ていない かどう か チヱ ック します。 

24 行： この setmode 関数は、 標準入力を バイナリ モードに 変史 
します。 

25 〜 29 行： Sd 列 keylen, keyoff の 初期化を 行います。 

30 行： 標準入力より Ctr 卜 Z が 入力され るのを チェック します。 

32 行： 入力され た 文字と パラメータ 中の 1 文字との XOR をと り 
ます。 

35 行： 標準出力に XOR した データを 出力し ます。 

30 〜 36 行が この プログラムの 中核と いえます。 

標搫 入力より 入力され る 文字が 同じで も、 パラメータの 数と 各 パラメータの 
長さに より、 出力され る データは 異なります。 

また、 標準 入出力を 使用して いるので、 リダイレクトが 可能です。 

サンプル プログラムの 勋作 チェックの 時に、 出力を リダイレクトして デ イス 
ク 上の ファイルに 格納 すれば、 ツールを 用いて、 実際に どのような データが 
屯 成された かを 凋べ る ことができます。 
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ソース プログラムの 作成 



liij 節の サンプル プログラムを、 実行 nf 能な オブジェクトに 変換す るた めに 
は、 まず、 サンプル プログラムを ファイルに 格納し なければ なりません。 
なぜなら、 XC コンパイラは、 C の ソース リストを 格納した ソースファイル 
しか 受け付けない からです。 

ソー スフ ァイ ルを 作成す るには、 通常、 テキス 卜 エディタと 呼ばれる ツール 
を 利 HJ します。 

Human 68 k には、 標準 添付の テキスト エディタ として、 ED という フ ルス 
クリーン エディタが 存在す るので、 この 節では、 この EI ) を 例に とって、 ソ 
一 スフ ァイ ルを 作成し ます。 

もちろん、 別の テキスト エディタを 利丨丨 j しても 構いません。 

A ドライブに 起孙 ディスク、 B ドライブに プログラム 格納 ディスクを セッ 
卜し、 カレント デイ レクト リを B : ¥ とした 後で、 次の コマンド 行を， 失: 行し 
ます。 




テキス 卜 エディタが 起動す るので、 6 2 で 示した サンプル プログラム を濟い 
ていきます。 

エデ ィタの 使い方は、 [ HELP ] キーを 押す と 使用方法が 表示され ます。 
プログラムを 入力し 終えたら、 セーブした 後に エディタを 終了し ます。 
具体的には [ ESC ] キーと [ E ] キーを 押す ことで セーブ •終了と なります。 
確認の ため、 xor . c という ファイルが 作成され ている かどう か チェック しま 
す。 
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6.2 で不 した サンプル プログラムと 違った 表示が 行われた 場合は 洱度 ED 
を 起動し、 xor . c を 修正し ます。 








ソース プログラムの コンパイル j 



ソースファイル xor . c を コンパイル する fjij に、 次の 条件が 満たされ ている 
かどう か チェックして ください。 

春 S 5 境 変数 lib と include が 設定され ている か 

lib = A ： ¥LIB 
include : A : ¥INCLUDE 
通常、 AUTOEXEC . BAT で 設定され ています。 

• FLOAT 2. X または FLOAT 3. X が メモリ 上に 常駐して いる 

か 

次 行す ると、 新規に 常駐した のか、 すでに 常駐して いたの かが 
分かる。 

通常、 CONFIG . SYS で 設定され ています。 

♦空き メモリが 十分 あるか 

CX ：. X 本体と その 作業領域、 ぉよび CC . X から 呼び出される、 
LK . X を ロードす る 領域、 また ソース プログラムを ロードす 
る 領域が 必要と される。 

これらの 条件が 満たされて いないと、 コンパイラが 実行され ないか、 あるい 
は 実行中に エラーと なります。 

コンパイル 方法は、 以下の通りです 0 

なお、 ここで A ドライブの ディスクを ランタイム ディスクに 入れ替えます 0 



B>cc /Ns xor . c (31 



オプション / Ns は、 SCD のために 拡張 シンボル 悄 報を オブジェクトに 付加 
する ことを 息 味し ます。 

この オプションは、 全面的な 敁適 化の オプション /0 と 同時に 指定す ると、 
拡張 シンボル 悄 報が 付加され なくなる ので 注意して ください。 

コンパイラが 実行され ると、 幽面に CC , LK の タイトルが 順次 衣 示される は 
ずです。 
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6.4 ソース プログラムの コンパイル 



もし、 エラーが 発生して コンパイルが 中断した 場合は、 ソースファイル や 環 
境 変数を 再度 チェックして、 エラーの 丨京 W を 取り除いて 〈ださい。 

ひとつ も エラーが 発生せ ず 、 LK (リンカ） まで 灾行 した 後に 終了したなら、 
ディレクトリ 内容を 確かめて ください。 



B>dir xor . * 0 



xor . c , xor . o , xor . x , が カレン 卜 ディレクトリに# 在して いれば、 £ 常に コ 
ンノゝ 。イノ レ •リンク 力 す行 われた ことを 表します。 

これで、 実行可能 ファイル xor . x が 作成され ました。 
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プログラムの 実行 



では、 xor . x を 実行して みまし よう。 

敁 初は、 パラメータ なしで 実行して みます。 



B>xor @ 



キー入力 待ちになる ので、 適当に キーボードから 文字を 入力し ます。 

すると、 入力した 文字が そのまま エコーバックされ、 丨 fri _ に 表示され ます。 
敁 後に リターン キーを 押す と 1 行 改行し、 入力した 文字が そのまま 変化せ ず 
に 表示され ます。 



B> 

B>xor 

abcdef gh i j k 1 mnopq rstuuwxy z 


^ — 人力 


abcdefgni jklmrx>pqrsluwxyz 

0125456789 


- — 出力 


0125456789 

dkdfj uerl fkl KJKFJDFIJFIDJ 
dkdfj uerl fkl KJKFJDFIJFIDJ 
iiiiirrr；：：][] 
iiiiirrr；：：][] 

フ 

B> 





この 理 rt 丨は 、パラメータの 数が 0 なので、 6. 2 の サンプル プログラムの 32 
行丨 I が 実行され ないた め、 入力が そのまま 索 通りして 出力され るからで す。 
また、 铧通 、標準 入出力は バッファリング される ため、 標咿 入力が コン ソー 
ルの 場合は、 リターン キーが 押される まで、 バッファに 蒂 えられた データは 
出力され ません。 

ですから、 1 行 ごとに データが 変換され るよう に兑 える のです。 

終了す るには、 [ CTRL ] キーを 押しながら [ Z ] キーを 押した （CTRL + 
Z > 後で、 リターン キーを 押します。 

次に、 パラメータを いくつか 設定して 実行し ます。 
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6.5 プログラムの 実行 



B>xor abc def ghi 0] 



適当に 炎 字を 入力す ると、 カーソルが 移動したり、 ブザーが 喵 る ことがあり 
ます。 

これは、 入力され た 文字を 変換した 結果が 制御コード （0 x 00 〜 Oxlf > だっ 
た 場合に 起こる 祝 象です。 

さて、 この プログラム xor は、 その アルゴリズムから 入力と 出力の 文字 数 
が N じで ある ことが 期 侍されます。 

これを 確かめる ためには、 xor の 出力を ディスク 上の ファイル ヘリ ダイレク 
卜し、 その サイズと 入力 文字 数と を 比べる という 方法が あります。 

そこで、 次の ような コマンド 行を 実行し ます。 



B > xor a : b : c : d : e:f > test @ 



すると、 test という ファイルが 作成され、 xor の 出力が 格納され ます。 

試しに、 スペースを 10 冋 と、 CTRL - Z と リターンを キーボードより 入力し 
ます。 

CTRL - Z と リターンは、 変換 •出力され ない はずな ので、 test の サイズは 入 
力され た スペースの 数と 同じ 10 バイトと 予想され ます。 

しかし、 確 雄の ため FW のように DIR コマンドを 実行す ると、 test の サイ 
ズ がわず か 2 バイトし かありません。 

Human 68 k の システム ディスクに 納められ ている DUMP コマンドで test 
の内綷 をの ぞいて みても、 やはり 2 バイトし か 格納され ていません。 



B> 

B>xor a:b:c:d:e:f: > lest 



B>dir lest 



スペースを 10 间 人力 後 CTK し Z を 人力し, 
リターンを 押した。 



ボリュームが ありません B : ギ 

1 ファイル 17K Byte 使 拐 中 

ファイル 使用 量 IK Byle m 

lesl 2 90-02-13 22 ： 02： 50 

B>dump test t 

00000000 41 1R 

B > 人力は 10 バイトな のに 

出力は 2 バイトし かない。 



1204K Byte 使用可能 



サンプル プログラムの xor は、 どうも おかしな 勋 作を する 場合が ある こと 
が 判明した ので、 次の 節では、 SCD を 用いて その 原因を 解明し ます。 
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SCD の 起動と プログラムの デバッグ 



サンプル プログラム xor を SCD で デバッグ する 垛 合、 SCD の 起 I 力 方法は 
以下の ようになります。 

なお、 ここで A ドライブの ディスクを 起！ l ) J ディスクに 入れ 锊 えます 0 




この場合、 特に オプションを 指定す る 必要は ない ので、 第 1 パラメータは デ 

バッグす る プログラムの ファイル 名で ある xor . x とします 0 

また、 第 2 パラメータ 以降は、 xor が 実行され ると きに 渡される コマンド ラ 

インです。 

注 怠すべき ことは、 SCD を 起 I 力 するとき、 カレント ディレクトリに ソース 
プログラムと オブジェクト プログラムが 存在し なければ ならない、 という こ 
とです。 

•初期 画面 

SCD を起勋 すると、 以下のような 初期 L 由 V 面が 表示され ます。 

オプションを 指定せ ずに 起 iJj すると、 フル スクリーン モードになります 0 
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6.6 SCD の 起動と ブロ グラムの デバッグ 



一# 上の 1 行は、 プルダウン メニュー バーと 呼ばれ、 この 部分を マウスで ク 
リックす る ことにより 、ファイル アクセス や 検索、 変数の 監视 、プログラム 
の灾行 •制御、 表示の 切り換え、 トレース 実行、 ステップ 実行、 オプション 
などの 機能を 選択し ます。 

メニュー バーの すぐ 下の ウインドウは、 リスト スクリーンと 呼ばれ、 C 言語 
または ァセンブリ 言語で リストを 表示し ます。 

リスト スクリーンの 下の ウインドウは、 レジスタ スクリーンと 呼ばれ、 
MPU 6800 0 の レジスタ や C の 変数 表示な どに 利用され ます。 

一# 下の ウインドウは、 コマンド スクリーンと 呼ばれ、 キーボードから 入力 
される コマンド やその 結聚 は、 この スクリーンに 表示され ます。 

# コマンド ラインの 設定 

コマンド ラインを 設定す るには、 C コマンドを 使; 丨丨 します。 

コマンド スクリーンに おいて、 以下の コマンドを 実行し ます。 



一 C a : b : c : d : e : f 0) 



デバッグ する プログラムを 実行す る 前に 設定し ます。 

前 述 したよう に、 SCD 起# jj 時に も 指定で きます が、 新たに この コマンドで 
設定し [ A : す ことができます。 



_ C の 評価 式の 登録と 表示 

評価 式の 登録には、 E ? コマンドを 使用し ます。 

デバ ツグの ために、 xor で 使用して いる 変数を いくつか 登録し ます。 

コマンド スクリーンに カーソルが ある 時に、 以下の ように コマンドを キ一ボ 
一 ドより 入力して ください。 



-E? 


C ； X @1 


-E? 


i @) 


-E? 


argc 0) 


-E? 


argvLij ;s@) 


-E? 


argv[i][keyoff[i]] 0 


-E? 


i>l 〇 d 
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6 . 6 SCD の 起動と ブロ グラムの デバッグ 



すると、 レジ タスク リーンに 各 評価 式と その 値が 表示され ます 0 



1 • 

00BF0RB4 17： int c = 0, i = 5; 



000F0ACC 

000F0AE0 

000F0AEE 

000F0AF2 

000F0B10 



18： 

19 : 

23 
21 
22 
25 

24 

25 



if (一 ary 5 _ 

fpnntf(stderr f "xor： loo rwny keys^n )； 
exit(l)； 



(void)setmode(f i leno(sldin). O.BINPRY)； 
for (» s 8； 丄く aroc； い ♦〉 （ 




USP=00105C6E 01=00000000 
SSP- 000067 F2 02=00000001 
D5= 00000000 

1) c；x = 00000000 

2) i - 0 

5) argc s 2 

4> arg^【i】：s 3 Uxorlxor 

5) ar^CilCkeyoffCil] ■ 66 

6) i>l0 3 0 



argc 



:以淞 m—m 



F10W fl5=000FKC0 
IF10A2 AS=00105C76 
8B1D0 A?=00105C6E 




この 例では、 変数 c は 16 進数で、 また argv [ i ] は 文字列で 表示され ます。 

C 言語の® 及び演 兑イ •を ほとんど サポートして いるので、 もっと 複雑な 評価 
式の 値 も 表示で きます。 

また、 評価 式の 飢は 、デバッグ している プログラムから SCD に 制御が 戻る 
たびに 再評価され、 表示され ます。 

メニュー バーを 用いても 同じ ことができます。 

Ai 初に メニュー バーの [ Watch ] を 選択し、 次に プルダウン メニューの 中 
から [ Set ] を 選びます。 

すると、 評価 式の 入力 侍ち となる ので、 キーボードから 式を 入力し ます。 
メニューの 選択は マウスと ファンクションキーの どちら かで 行えます。 
操作の 詳しい 力 •法は、 本 卉 「第 5 章 フル スクリーン j の 概要を 参照して く 
ださい。 

•プログラムの 低速 実行 

發鉍 した 評価 式の 値が どのように 変化す るかを 兄る ために、 プログラムを ゆ 
つくり 実行す る ことができます。 

まず、 メニュー バーの [ Exec ] を 選択し、 その プルダウン メニューの 
(" Slow ] を 選ぶ ことで 低速 実行が 行われます。 
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6 • 6 SCD の 起動と プログラムの デバッグ 



この 低速 実行は、 1 ステップ 実行す るた びに 幽而 表示を SCD に 切り替え、 
評価 式の 再評価 •表示な どが 行われます。 

ここでい う 1 ステップとは、 リスト スクリーンに 表示され ている リストの 1 
行が 実行され る ことを 指します。 

つまり、 C 言語の リストが 表示され ている ときは、 実行可能な 行が 1 行 ごと 
に 実行され ます。 

アセンブリ 言語の リストが 表示され ている 場合は、 機械 语が 1 命令 ごとに 灾 
行され ます。 

このように、 SCD 上で xor を 実行して いくと、 E ? で 登録した 評価 式の 侦が 
未定義から 初期 姐、 そして、 また 途う侦 へと 変化して いくのが よく わかり ま 
す。 



•ステップ 実行と 卜 レース 実行 

ステップ 文 行では、 聞 数 呼び出し や サブルーチン コールの 際に、 その 関数 や 
サブルーチンの 内部まで トレース します。 

それに 対して トレース 实 行は、 数 や サブルーチン 内部までは トレース しま 
せん。 

したがって、 間数の 内部に バグが 潜んで いるか もしれ ない 場合は、 トレース 
灾行 を、 バグの いる 简所が ある 程度 判 叫して いて 関数 内部を 凋べ る 必要の な 
い 場合は、 ステップ 実行を それぞれ 迸択 する ことで、 デバッグの 効率が 向上 
します。 

さて、 xor の 場合、 ユーザ 定義 関数は main のみな ので、 main 以外の 関数 
を トレース する 必要は ない ので、 ステップ 実行 だけを 利用す る ことにします 
(ソース 表示 モードでは、 ソースの 存在す る 関数の み トレース 実行で きる の 
で、 この場合は、 トレース 実行で も 同じ 結果が 得られる）。 

ステップ 実行には、 S コマンドを 使用し ます。 



-s 10® 



この 例では、 10 行 分の ステップ 实 行を 行います。 

なお、 トレース 実行の 場合には、 S のか わりに T コマンドを 使います。 
ステップ 実行 や トレース 実行は、 メニュー バーを 使用しても 行えます。 
メニュー バーの [ Step ] や [ Trace ] を マウスで クリック する だけです。 

さて、 xor . c の 30 〜 36 行の 部分を ステップ 実行して、 先 ほど 登録した 評価 
式を 兄て いると、 スペースを 入力す ると putchar 関数で Oxla が 出力され る 
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6 . 6 SCD の 起動と ブロ グラムの デバッグ 



ことが 確認で きます。 

そして、 この Oxla はどう やら 画面に 出力され ないようです。 

この％ 象の 丨克 W は、 次は 標準出力を バイナリ モードに していない ためです。 
xor . c の 24 行 □で 標準入力を バイナリ モードに 変史 してい ますが、 標聃出 
力 も バイナリ モードに しないと、 一部の キャラクタ （ Oxla など） が 画面に 
現れない のです。 

•ウォッチ ポイントと トレース ポイントの 投定 

xor の デバッグには 使 しませんで したが、 使⑴ 頻度の 商い コマンドが この 
ウォッチ ポイントと トレ 一 ス ポイントです 0 

ウォッチ ポイントとは 、トレース または ステップ 実行時に、 条件 （評価 式） 
が 典 （0 以外の 値） になる と 停止す る、 条件 付 ブレーク ポイントの ことで 
す。 

例えば-次のように ウォッチ ポイントを 設定した とします。 



- W ? c ==0 xla RI 



この場合、 トレース 实行や ステップ 実行の 敁 中に、 変数 c が Oxla に 等しく 
なった 時、 プログラムの 実行が 停止し ます。 

トレース ポイントとは、 メモリの 内容が 変更され た 時に 実行を 停止す るよ 
う、 その 内容を 監视 する メモリへの ポインタの ことです。 

例えば、 次のように 卜 レース ポイントを 設定した とします 0 



- T ? & keyoff [2] @1 



この場合、 トレース 実行 や ステップ 実行の Ai 中に keyoff [2] の 内容が 変 K 
された 時、 プログラムの 実行が 停止し ます。 
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ソ-ス プログラムの 修正 •再 コンパイル •再 実行 i 



前節で xor の バグの 丨 S ( w が 分かった ので、 ソース プログラムを ED で 修正 
します。 

T •顺は 「6. 3 ソース プログラムの 作成 j と 同様です。 

xor . c の ソース プログラムの 24 行 H と 25 行 H の 間に、 次の 1 行を 神人し ま 

す。 



(void) setmode (fileno (stdout), 0 BINARY); 



修正が 終わったら、 冉 コンパイルです。 

A ドライブの ディスクを ランタイム ディスクに 入れ替えて 〈ださい 0 
T •順は 「6. 4 ソース プログラムの コンパイル」 と 同様に、 



B>cc /Ns xor. c 0) 



と灾 行して 〈ださい。 

次に $ 力作 確認の ため、 SCD を 起!! 力し、 Oxla が I 由 1 曲に 出力され るか どうかを 
チェック します。 

A ドライブの ディスクを 起!! 力 ディスクに 入れ替えて 〈ださい。 

次の コマンド 行を 実行し ます。 



B>scd xor. xa!b!c!d!e!f(3) 



SCD が 起 $ 力したら、 次のように コマンドを 実行し ます。 



•E? c ; x 0] 

-W? c= =0xla 0) 







6.7 ソース ブロ グラムの 修正 •再 コン バイ ル •再 実行 



これにより、 变数 c の 値が 表示され、 史 に c の 値が Oxla に 等しくな ったと 
きに、 トレース または ステップ 実行が 停止され るよう 設定し ました。 

この 後、 低速 戈 行を 何 M か 行い、 ウォッチ ポイントで 停止す るのを 诗 ちま 
す 。 

停止したら ステップ 实 行を 行い、 修正した xor . c の 36 け li の putchar で 
Oxla が 出力され るのを 確認し ます。 

OxlaW _ ift •に 出力され ると、 _而 が クリアされ ます。 

これは Human 68 k の コンソール ドライバが Oxla を_ 丨 fii を クリアす る 制御 
コードと して 受け取った ことを 表します。 

つまり、 Oxla が 正常に 出力され たこと を 表します。 

これで 入力と 出力が 1 対 1 に 対応す るよう になり ました。 

これで xor の デバッグは 終了です 0 

あとは/ Ns オプションを つけずに、 xor.c を 再 コンパイル すれば、 才 ブジエ 
クト サイズが 小さくな ります。 
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付 録 



キー 操作 一覧 

SCD エラ 一 メッセ 一 ジ 一 覧 



付録 



キ一 操作- 覧 



フアン クシ ヨン キー 



1 

フアン クシ ヨン キー 


一 

機 能 


[ F 1] 


[ File ] メニュ 一 の 選択 


[ F 2] 


[ Find ] メニューの 選択 


[ F 3] 


[ Watch ] メニューの 選択 


[ F 4] 


[ Exec ] メニューの 選択 


[ F 5] 


[ Show ] メニューの 選択 


[ F 6] 


[ Trace ] メニューの 選択 


[ F 7] 


[ Step ] メニューの 選択 


[ F 8] 


[ Option ] メニュ 一 の遵択 


[ F 9] 


ブレーク ポイント 設定 = マウスの 左 クリック 機能と 同じ 


[ F 10] 


指定 行までの 実行 = マウスの 右 クリック 機能と 同じ 


[ HELP ] 


オンライン ヘルプ メッセージの 表不 


[ CLR ] 


アセンブリ 表示 モード/ソース 表示 モードの 切り 锊え 


[ HOME ] 


文字 カーソルの 位; g (リスト スクリーン/コマンド 投入 スク リー 
ン） の 切り 锊え 



以下は 力一 ソルの 位 K によって！ S 力作が 異なる。 



機能 

フアン クシ ヨン 年 = 


リス 卜 スクリーン 


コマンド 投入 スクリーン 


[ROLL UP ] 


リストの スクロール アップ 觔作 


コマンド 脱歴 呼び出し 


[ROLL DOWN ] 


リストの スクロール ダウン 勋作 


コマンド 脒歴 呼び出し 


[ T ] 


カーソル アップ | 力作 


コマンド 投入 スクリーンを 逆 
方向 スクロールさせる 


[ i ] 


カーソル ダウン _ 力作 


コマンド 投入 スクリーンを 正 
方向 スクロールさせる 
(最下 行 以外） 


[一] 


カーソル 左移觔 


カーソル 左 移動 




(ソ 一 ス 表不モ 一 ドの み） 


(投入 コマンドの 編集） 


[— ] 


カーソル 右 移動 


カーソル 右 移動 




(ソース 表示 モードの み） 


(投入 コマンドの 編集） 


[ J ] 


コマンド 投入 スクリーンに 移勋 


コマンドの 投入 完了 勧 作 


[ BS ] 


無効 


カーソルの 直前の 1 文字 削除 
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キー 操作 一 1 



[ ESC ] キーを 伴う 動作 



[ ESC ] • [ A ] 

[ ESC ] • [ Q ] 
[ ESC ] • [ S ] 

[ ESC ] • [ W ] 



[ HOME ] キーと 同じく 文字 カーソルの 位; g の 切り替え 

(リスト スクリーン/コマンド 投入 スクリーン） 

Q コマンドと 同じ 〈 SCD を 終了 
[ CLR ] キーと 同じ 〈アセンブリ 表示 モード/ソース 表示 モー 
ドの 切り替え 

各 スクリーン サイズの 変更 

カーソル 上下 キーに よって タイトル パ、一 を移勋 させ、 リターン キ 

一で 確定 

[ SPACE ] キーで 移 iJj させる タイト ノ レノぐ 一を 切り 持え 






付録 



SCD エラーメッセージ 一覧 



エラーメッセージ 

File create error 
Pile read error 
No symbol file 
Device error 
Device write error 
offset overs 

Bad breakpoint number(O-lf) 

break pointer over 

size over 

Bad parameter 

Undefined symbol 

Can’t make symbol taDie 

no break pointer 

Breakpoint list or expected 

data too long 
Command error 
No Symbol table 
Expression error 
no process 

Exceptional Abort By bus error 
By Memory Access of < address > 

Exceptional Abort By address error 
By Memory Access of < address > 

fatal error 

Exceptional Abort By underfined 
instruction at < address > 



意 味 

ファイルが 作れない 

ファイルが 読み込めない 

シン ボルフ アイ ルがない 

デバイス .エラー 

デバイス 卉き 込み エラー 

オフセットが 範 M 外で ある 

ブレーク ポイントの 番号が 範肫 （〇 -lf ) 外 

である 

すでに ブレーク ポイントが いっぱい である 
サイズが 大きす ぎる 
パラメーターに 誤りが ある 
未定義 シンボル 

シンボル テーブルが 作成で きない 
ブレーク ポイントがない 
ブレーク ポイント リスト または’*’ を 指 
定 していない 
データが 長す ぎる 

コマンド エラー 

シンボル テーブルがない 
式 表現に 誤りが ある 
プロセスは 終了 済です 

バス エラー （く address 〉 は、 アクセスし 
ようとした アドレス） 

アドレス エラー （く address 〉 は、 アクセ 
ス しようと した アドレス } 

致命的 エラー 

未定義 命令を 実行した （く address 〉 は、 
実行し ようとした アドレス） 
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一 メッセージ 



zero divide 0 で 除 祭した 

chk instruction chk 命令を 実行した 

trapv instruction trapv 命令を 実行した 

privilege violation 特權途 反を した 

double exception in system status display 例外処理 中に エラーが 発生した 

? 文字 定数 オーバーフロー 
? 式 表現の 誤り 
? 文字の 娛り 
? 数字 表現の 誤り 
? 文字列の 終端 記号がない 
?式 評価 スタック あふれ 
? 変数 未定義 
?演兗 子の 誤り 
? ポインタの 誤り 
? メンバー 未定義 






50 音 順 




アセンブリ 表示/ソース 表示 81 

アセンブリ 表示 モード 14、 90 

アセンブリ/ミックス モード 81 

アドレス 19 




ウォッチ ポイント 88 

ウォッチ ポイントと トレース ポイントの 設定 



ウォッチ ポイント 88 

ウォッチ ポイントと トレース ポイントの 設定 

111 

ウォッチ ポイントの 設定 81 




エスケープ キー 83 




オプティマイズ 3 

才ン ライン ヘルプ 10 




拡張 シンボル 情報 15 

カーソル 84 

カレン 卜 ディレクトリ 4 

漢字 モード 表示 フ リップ 81 

IH ) 数からの 復帰 81 

関数 呼び出し 股歴 表示 81 

間接 演算 •子 21 

環境 設定 モード 選択 フ リップ 81 




キャスト 演贫子 21 




グロー ノ 《ノレ シンボル 
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後方 検索 81 

コード 表示 フ リップ 81 

コマンド 投入 スクリーン …… 79、84、85、117 

コマンド プロセッサ 86 

コマンド 名 23 

コマンド ライン 7、 9 

コマンド ラインの 設定 108 

コンソール 85 

コンソール モード 13 

コン フイ ギレ 一 シヨ ンフ アイ ル 9 

ゴ ン ノ、 0 イノ レ 3 




再 実行 81 

サイズ 19 

3 項 演算子 21 

サンプル プログラムの 説明 100 




K 19 

システム ディスク 99 

実行 81 

実行 ファィル 名 7、 9 

初期 画面 107 
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50 音 順 



シンボル 検索 81 

シンボル 悄 報 15 

シンボル 衣 示フ リップ 81 

シンボ ノレ 名 23 




スクロール バッファ 85 

スタック 内容 表示 81 

ステップ 実行 91 

ステップ 実行と トレース 実行 110 

前方 検索 81 




ノ 一 ス表 不モ 一 ド 14、 90 

ノー スフ アイ ル 86 

ノース プログラムの 作成 102 

ノース プログラムの コンパイル 103 

ノース プログラムの 修£ •得 コンパイル. 

洱突行 112 




チャイルド プロセス 4、 8 




背景 色の 選択 93 

バイナリー フ アイノ レ 86 

パス 名の 選択 93 

ノぐラ メータ 23 

評価 式の 解除 81 

評価 式の 設定 81 




ファイルの 読み込み 81、 86 

ファイル 名 23 

ファン クシ ヨン キー 117 

フォーマット 22 

浮動小数点 演算 ドライ ハぐ 4、 99 

フル スクリーンモード 13、 79 

プルダウン メニュー 80、 86 

ブレーク ポイント 89 

ブレーク ポイントの 削除 81 

プログラム カウンタ 21 

プログラムの 実行 105 

プログラムの 低速 実行 109 

ヘルプ ファイル 10 




低速 実行 81 

テキスト エディタ 9、 99 

デクリメント 21 




トレース 実行 91 

トレ 一 ス ポイント 88 

トレース ポイントの 設定 81 




マウス スクリーン 



79 




文字 色の 選択 93 

文字列 検索 81 



122 












50 音 順 



し : 70111 T:T を ^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^ 




ランタイム ディスク 99 




リスト スクリーン …… 79、 82、 84、 85、 117 



リンカ 99 

□ 

レジスタ ウインドウ 88 

レジスタ スクリーン 82、 88 

レジスタ 表示の フ リップ 81 

レンジ 20 
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アルフ ア ベット 順 



□ 

Assemble 24 

Assembly 90 

□ 

Back 87 

BACK COLOR 93 

Break count Reset 30 

/b くノぐ レツ トコ 一 ド〉 8 

B 

C 評価 式 21 

Calls 90 

Cancel 93 

し hange Source 40 

Clear 89 

Clear Breakpoint 27 

Code 92 

Command line set 31 

Command Logging 72 

Console Change 

Custom 92 

/c く メモリ サイズ〉 8 

C の 評価 式の 登録と 表示 108 

□ 

Default 93 

Disable Breakpoint 28 

Display Breakpoint 25 

Display Register 65 

Display System Variables 68 

Dump memory 32 



B 

Enable Breakpoint 29 

Erase 88 

Evaluate expression 70 

Examine 33 

Examine Erase 34 

Exec 89 

Exit 86 

[ESC ] キーを 伴う 動作 118 

B 

File 86 

Fill memory 35 

Find 87 

FLOAT 2.X 4 

Forward 87 



Go 36 

□ 

Help 37 

History Clear 38 

History Trace 39 




Input Redirect 73 

□ 

Kanji 92 
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アルファベット 順 



H 

List 42 

List Source 41 

Load 86、 93 



IQ 

MEMORY 93 

Memory Edit 43 

Memory Move 44 

Memory Search 45 

Mix 92 



□ 



Object mode 46 

Option 92 

OS Command 74 

〇S コマンドの 実行 81 

Output Redirect 71 



B 



PATH 93 

PEN COLOR 93 

Print Address 54 

Print Function 48 

Print Global variable 49 

Print Local variable 50 

Print status 47 

Print Structured 53 

Print Symbol 51 

/p く ノ、 0 レット コード〉 8 



B 

Quit 55 

B 

Read file 56 

Register 90 

Register Change 66 

Restart 89 

Return 89 

Run 89 

/r 8 

B 

Save 93 

SCD の コマンド 表記 19 

SCD の 終了 81 

SCD の 動作 環境 4 

Screen 90 

Search 87 

Search and Print symbol 52 

Set 88 

Set Breakpoint 26 

Set Tracepoint 60 

Set Watchpoint 64 

Shell 86 

Show 90 

Slow 89 

Stack 90 

Step 57、 91 

Step until Return 58 

Symbol 87 

Symbols 92 

System Variable 69 
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アルファベット 順 



□ 

Trace 59、 91 

TracePt 88 

/t 8 

m 

Untrace 61 

□ 

Watch 88 

WatchFt 88 

Write file 63 

□ 

Yes no ask 〇 / 
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